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序
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l
問
題
の
所
在

昨
4
の
ご
九
五
一
年
)
の
秋
頃
よ
り
廉
ん
に
論
議
さ
れ
て
き
た
ポ
シ
ド
過
剰
問
題
は
今
作
に
入
ヨ
て
益
々
向
執
化

L
、
本
年

2
月

間
日
の
大
液
省
・
外
鴻
委
員
合
の
針
策
(
註
1
】
を
め
ぐ
ヮ
て
ジ
ャ
ー
ヲ
リ
ズ
ム
の
焦
点
を
形
迩
っ
て
ゐ
る
。
か
つ
て
我
闘
の
強
直

の
貿
易
依
存
性
を
原
料
費
源
の
不
口
止
に
基
く
、
自
然
的
宿
命
と
考
え
、
ロ
ガ
ジ
構
想
に
指
示
さ
れ
た
貿
易
量
慌
大
方
式
を
も
っ
て

経
済
再
建
の
唯
一
の
方
策
と
考
え
た
、
貿
易
立
闘
の
ス
ロ
ー
が
ン
は
数
作
を
経
ず
し
て
そ
の
馬
脚
を
現
は

L
始
め
た
。

L〆

ド
過
剰
三

W 
山

不

足

ド

}I〆

|

|

我

闘

闘

際

牧

支

の

一

考

察

|

|

野

問
題
の
所
在

貿
易
構
法
か
ら
の
考
察

一
、
臨
前
の
貿
易
侍
造
(
昭
和
六
年
か
ら
一
一
年
ま
で
)
正
の
闘
置
。

二
、
殴
伎
の
貿
易
構
法
(
昭
和
二
回
・
二
五
年
}
と
ポ
ン
ド
過
剰
・
ド
ル
不
足
。

=
一
、
需
干
の
補
足
。

貿
易
外
枚
支
か
ら
の
塘
察

語
調
賢
の
検
討

輸
出
は
仲
び
・



更
に
再
軍
備

ι朝
鮮
事
療
の
勃
張
な
る
特
殊
録
作
の
下
、
ド
，
ル
勘
定
も
亦
黒
字
に
開
化
し
つ
つ
あ
る
。

だ
が
ポ
ン
ド
過
剰
は
果
し
て
経

組
問
再
建
を
ど
れ
程
プ
ラ
ス
し
て
お
る
だ
ら
う
か
。

る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
信
用
制
度
を
さ
さ
え
そ
の
蓄
積
に
奉
仕
す
る
一
端
を
さ
さ
え
る
も
の
で
あ
れ
、

}
閥
闘
民
経
怖
に
と
っ
て
阜
な
る
債
務
請
求
楠
が
英
蘭
銀
行
の
預
金
と
し
て
存
在
す

い
さ
さ
か
も
我
が
悶
民
粧
桝

壬
の
も
の
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
と
よ
り
蛍
該
闘
に
お
け
る
貸
付
う
べ
き
貨
幣
資
本
の
蓄
積
が
曲
目
富
で
あ
り
、
現
賓

費
本
も
掠
l
A甘
な
長
官
さ
を
も
っ
て
ゐ
る
様
な
場
令
に
は
出
超
の
恒
常
的
存
在
も
直
ち
に
悶
内
的
な
イ
ン
フ
レ
と
は
な
ら
ず
、
釘
外
債

務
請
求
棋
の
利
子
生
み
資
本
え
眠
時
化

1
貸
付
も
掠
意
味
を
も
ち
う
る
o

け
れ
ど
も
資
本
不
是
と
外
資
導
入
を
叫
ぶ
貧
困
な
我
岡
に
と

っ
で
ド
ル
を
も
っ
て
購
入
せ
る
原
料
を
も
っ
て
す
る
製
品
輸
出
に
よ
り
得
た
る
ポ

u
t
の
殆
ん
ど
す
べ
て
を
皐
な
る
貸
幣
と
し
て
預
金

と
し
て
英
蘭
銀
行
の
庫
中
に
習
ら
せ
る
こ
と
は
け
だ
し
総
て
の
貨
幣
は
護
本
と
し
て
貸
付
ら
れ
る
こ
の
資
本
主
義
世
曾
に
お
け
る
喜
劇

に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
ポ

Y
V
過
剰
は
、
貨
幣
安
本
蓄
積
。
貧
困
な
る
我
閣
に
お
い
て
は
直
ち
に
イ

y
y
v
要
因
と

し
て
現
は
れ
、
イ
ン
フ
レ
を
陣
止
せ
ん
、
と
せ
ば
直
ち
に
金
詰
り
と
し
て
繊
寄
せ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

極
言
す
れ
ば
、
我
々
の
飢
餓
輪
出
を
も
っ
て
ポ
ン
ド
地
域
の
資
本
不
足
と
イ
ン
フ
レ
を
経
和
し
て
ゐ
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
給
県

的
に
は
戦
時
に
お
い
て
、
下
イ
ッ
日
本
の
封
植
民
地
・
劉
占
領
地
政
策
、
と
し
て
行
は
れ
た
待
替
清
算
制
に
よ
る
原
始
的
牧
奪
と
等
し
き

役
割
を
訟
に
我
々
自
ら
に
課
し
て
ゐ
る
と
も
い
え
よ
う
。
か
〈
亡
現
賞
に
は
ポ

J
F
過
剰
を
敬
消
せ
ん
と
す
る
多
く
の
示
唆
と
見
解
が

現
は
れ
て
ゐ
る
。
輪
山
第
一
主
義
を
宿
命
と
考
え
寸
こ
の
面
か
ら
貿
易
玄
関
を
主
張
せ
る
人
々
も
、

こ
の
新
た
な
る
課
題
に
射
し
て
佑

命
論
を
も
っ
て
安
坐
寸
る
こ
と
は
詐
さ
れ
な
い
。

九
何
故
な
ら
我
闘
の
輸
出
第
一
主
義
こ
そ
、
も
と
/
¥
輸
入
の
必
要
の
た
め
に
と
そ
と
ら
れ
た
も
刀
で
あ
り
、

彼
等
は
今
や
そ
の
針
策
に
向
っ
て
議
準
す
る
。

か
か
る
針
債
な
き
輸
出

の
存
在
は
再
生
産
そ
の
も
の
の
基
本
保
件
を
脅
す
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
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タ干

ポ
ν
ド
過
剰
と
ド
凡
不
足

第
七
十
各

一
二
八
六

第
五
回
国

O 

回
〈
、
輸
入
第
一
主
義
/
人
々
は
今
更
の
如
く
貿
易
と
は
輸
出
・
輸
入
の
鍵
去
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
、
英
閣
待
替
制
度
(
註
2
】
'

の
我
闘
に
主
つ
て
の
非
合
塑
性
を
知
ら
さ
れ
始
め
た
。
だ
が
そ
の
と
き
ポ
ン
ド
は
今
年
二
月
二
十
一
日
現
在
八
千
二
百
万
ポ

V
F

〔二

億
三
千
万
ド
こ
忙
、
更
に
費
四
貝
殻
約
の
差
を
加
え
る
k
外
鴛
委
員
曾
の
ポ

V
F
手
持
高
は
一
億
四
千
百
万
d
y
下
に
上
り
、
ポ
Y

下
切

下
げ
論
の
横
行
に
直
面
す
る
結
具
と
な
っ
た
。
政
府
は
か
か
る
事
態
に
謝
躍
す
る
た
め
輸
出
張
約
期
間
の
短
縮
、
ポ

Y
F
先
物
見
相
場

の
引
下
げ
パ
輪
同
貿
易
手
形
金
融
の
引
締
め
を
預
表

L
、
円
二
月
一
六
日
)
ポ
ン
ド
圏
へ
の
輸
出
入
の
埼
衡
を
回
復
せ
ん
と
の
意
闘
を
明

ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
貿
易
制
限
主
義
/
【
古
典
的
調
整
方
式
え
白
復
師
/
}

輸
出
第
一
主
義
か
ら
輸
入
第
一
主
義
へ
、
更
に
今
貿
易
制
限
主
義
え
、
園
是
は
大
き
く
挺
草
さ
れ
ゆ
く
。

そ
し
て
一
部
の
論
者
は

歩
進
ん
で
輸
出
入
リ
Y

ク
制
を
主
張
し
つ
の
ソ
あ
る
。
グ
己
の
道
は
い
つ
か
き
た
道
グ

け
だ
し
金
本
位
停
止
後
一
二
十
作
代
に
始
ま
る
闘
税
引
上
・
鋸
替
統
制
・
貿
易
統
制
は
プ
ロ
ッ
タ
経
済
を
導
き
、
途
に
は
第
二
次
大
職

'
へ
の
道
を
清
掃
L
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
様
な
直
接
続
制
は
貿
易
の
規
模
を
縮
少
せ
し
め
、
同
時
に
一
闘
の
雇
傭
水
準
を
引
下

げ
る
こ

ιは
す
で
に
多
く
の
一
人
々
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
検
問
さ
れ
た
所
で
あ
っ
て
か
か
る
方
向
で
は
問
題
は
些
か
も
解
決
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

け
れ
ど
も
こ
の
様
な
ポ
ン
ド
池
剰
【
反
面
ド
ル
不
足
】
は
何
故
起
っ
て
き
?
の
で
あ
ら
う
か
。

モ
れ
は
車
紺
に
潟
替
相
場
の
ヂ
イ
ス
パ

リ
テ
ィ
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
だ
ら
う
か
、
震
替
相
場
の
ヂ
イ
ス
パ
り
一
ア
イ
は
低
震
替
政
策
と
等
し
く
輸
出
捷
業
に
特
別
利
潤
を
確
保

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
に
せ
土
、
問
題
は
車
に
こ
の
ヂ
イ
ス
パ
リ
テ
ィ
の
み
の
指
摘
を
も
っ
て
解
答
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ヂ

イ
ス
パ
リ
一
T

イ
が
解
決
さ
れ
賓
勢
相
場
が
採
用
さ
れ
て
も
、
そ
の
維
持
は
貨
幣
債
値
を
一
定
と
せ
ば
、
輸
出
入
の
均
衡
が
保
件
と
な
る

か
か
る
均
衡
の
強
制
が
我
闘
の
経
済
に
何
を
も
た
ら
す
か
を
者
え
れ
ば
先
遁
せ
る
如
く
問
題
は
防
車
で
は
な
い
こ
正
に
な

の
で
あ
り
、



宅益

車
に
ポ

yv過
剰
を
デ
ィ
ス
バ
り
子
イ
に
蹄
す
る
論
者
か
ら
は
潟
替
相
場
の
是
距
、
乃
至
り
ン
ク
制
の
慮
方
策
し
か
出
セ
こ
な

〆

一
方
こ
れ
を
英
閥
震
替
制
度
(
儒
替
管
理
)
の
非
合
理
性
血
蹄
す
る
論
者
か
ら
は

t
い
ハ
ー
で
ル
グ
ロ

l
f
D
復
活
、
ア
メ
り
カ
勘

定
へ
の
指
替
を
要
望
す
る
と
い
ふ
慮
方
策
し
か
出
て
こ
な
い
。

我
今
は
こ
れ
ら
の
論
者
と
別
個
の
視
角
か
ら
問
題
に
と
り
く
ん
で
み
よ
ラ
。

ら
ず
、
叉
分
析
腕
角
そ
明
り
も
の
が
完
全
で
あ
る
と
も
瓜
は
な
い
。

る。し、。

勿
論
す
べ
て
の
問
題
を
論
ず
る
徐
裕
も
典
へ
ら
れ
て
を

習
ま
る
。

た
だ
こ
こ
で
は
ポ
ン
ド
過
剰
・
ド
ル
不
是
の
根
因
に
の
み
鰯
れ
る
に

我
々
は
以
下
ポ
ジ
ド
過
剰
・
ド
ル
不
足
の
分
析
の
基
礎
と
孔
て
、

貿
易
構
造
を
我
園
資
本
主
義
発
展
の
構
遁
的
特
質
と
の
開
通
に
お

又
貿
易
パ
ヲ
ン
λ

こ
そ
悶
際

い
て
考
察
す
る
叫
思
ふ
に
一
闘
の
貿
易
構
造
の
特
質
は
自
然
的
な
も
の
で
な
〈
盤
史
的
な
も
の
で
あ
り
、

牧
支
把
撮
り
基
礎
を
な
す
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

吹
い
で
貿
易
外
牧
支
(
註
8
】
を
含
め
て
問
題
を
考
察

L
、
最
後
に
解
決
諸
針
策
を
検
討
し
て
こ
の
論
文
を
絡
る
。

話
市
川
詳
し
く
は
日
本
部
開
新
聞
一
九
五
二
年
二
月
一
七
日
参
照

ω英
関
矯
替
制
度
〔
矯
替
勘
定
〉
の
概
要
に
つ
い

τは
日
程
二
月
一
一
一
日

・
参
照
。
防
こ
こ
に
貿
易
外
収
支
と
は
従
来
の
我
が
閣
の
問
際
収
支
分
類
表
に
よ
る
J

も
の
で
島
っ
て
所
謂
臨
時
較
支
(
賛
本
移
動
勘
定
)
を
含

む
。
我
開
園
際
牧
支
表
は
金
白
移
動
を
含
め

τ、
財
政
金
融
統
計
月
報
第
五
腕
に
鞍
前
職
時
を
通
じ
て
楓
括
さ
れ
て
ゐ
る
。

第

一

節

貿

易

構

造

か

ら

の

考

察

-
、
職
前
の
貿
易
構
謹
門
昭
和
六
年
|
昭
和
十
一
さ
と
の
関
連

我
々
は
現
在
の
貿
易
構
造
を
問
題
に
す
る
前
に
我
閣
の
産
業
樽
成
が
重
化
事
工
業
を
植
軸
と
す
る
休
系
に
編
成
替
を
は
ぢ
め
た
昭
和

ポ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
包
十
巻

J¥. 
七

第
五
時
同



ポ
ン
ド
幽
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
念

1¥ 
八

第
五
挽

六
年
か
ら
十
一
年
に
お
け
る
貿
易
構
遣
を
姐
上
に
お
〈
。

つ
が
故
で
あ
る
。
こ
の
矧
に
お
け
る
わ
が
貿
易
構
遣
は
要
約
す
れ
ば
女
の
如
〈
な
る
。

制
類
別
構
成
輸
出
に
お
い
て
は
金
製
品
輸
出
の
比
重
が
高
ま
り
、
原
料
-
b
T
製
品
輸
出
が
低
下
し
、
輸
入
に
お

何
故
な
ら
現
在
の
パ
ラ
Y

ス
の
問
題
鮪
は
す
で
に
こ
の
期
に
そ
の
腕
芽
を
も

A

商
品
別
構
戒

い
て
は
全
製
品
輸
入
の
一
制
合
低
下

L
、
原
料
半
製
品
制
合
が
増
加
し
て
ゐ
る
。

増
加
に
拘
ら
ず
特
に
生
糸
隔
出
の
低
下
に
上
る
。
}
逆
に
金
属
製
品
・
機
械
器
具
撤
回
は
増
加
し
、
輸
入
に
お
け
る
金
属
並
同
製
品
〔
原
料
品

同
品
目
別
構
成

繊
綿
製
品
輸
出
が
停
滞
〔
棉
製
品

半十
h

成
品
〕
轍
入
の
激
増

ιし
て
表
は
れ
て
ゐ
る
。

B
市
場
構
成

川
刊
櫓
出
に
お
い
て
は
7

0
ア
特
に
満
洲
・
東
南
7
3
7
・
イ
y

ド
の
比
重
高
〈
、
米
間
へ
の
輪
山
割
合
は
低
下
す
る
。
輸
入
に
お
い
て
は
、

英
プ
ロ
ッ
タ
特
に
カ
ナ
ダ
・
・
一
段
洲
及
び
米
閣
の
割
合
が

増
加
し
で
ゐ
る
。

C 

貿
易
額
・
貿
易
指
数

貿
易
額
は
増
加
す
る
が
数
量
指
数
に
お
い
て
は
輸
出
数
量
の
増
加
(
約
二
倍
〕

に
拘
ら

ず
、
輸
入
数
量
は
僅
か
二
十
王
%
培
加
す
る
の
み
で
あ
り
輸
出
品
物
債
指
数
に
比

L
、
轍
入
品
物
煩
指
故
の
騰
貴
率
は
大
で
あ
る
。

十
乍
を
除
き
引
績
き
入
超
培
、
通
質
的
に
見
れ
ば

γ
ん・

4
y
v
決
桝
圏
の
入
超
、
特

D 

貿
易
パ
ラ
ン
ス
・
通
貨
別
パ
ラ
ン
ス

に
F
ル
・
パ
ヲ

Y

ス
の
悪
化
、
ポ
Y

V
プ
ロ
ッ
タ
内
で
は
カ
ナ
グ
・
濠
洲
へ
の
入
超
、

へ
の
出
超
、
及
び
糊
・
支
・
閥
【
所
調
円
プ
ロ
ヅ
グ
)
へ
の
情
常
的
出
超
を
表
は
す
。

上
指
標
を
表
示
す
れ
ば
附
妻
の
如
し
。

英
本
関
東
南
千

3

7
市
場
(
イ

yvを
含
め
て
〕

E
、
貿
易
比
率

他
閣
に
比
し
高
率
で
あ
る
。
以

以
上
A
B
O
D
E
に
表
現
さ
れ
た
指
標
を
産
業
構
成
生
産
構
遣
と
の
翻
蓮
に
お
い
て
整
理
す
れ
ば
女
の
如
く
な
る
。

的
農
業
に
お
け
る
半
ば
封
建
的
な
士
地
所
有
関
係
に
基
ず
〈
地
主
寄
生
化
と
高
率
地
代
、

且
つ
低
米
債
政
策
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ

前

¥ 



表 1 聡出}>類別表

;庁511引団。
引-E11日三百

i E宗五日:1! 芭製品
l 原料用製品 l

46.4 

表 JJ 轍移出品目別制ム
一、.~

l z lg 響同【l蝿此w ||| 嬰I品司空音121!1 1鱈畑換 I 化守拍 I 叩? 

1931 10.7 57.7 4.5 6.5 11.5 

1932 9.5 59.1 4.0 5.4 I 3.5 6.3 12.2 

1933 9.6 56.5 4.1 6.6 4.6 6.8 11.8 

1934 9.1 53.8 4.0 7.6 6.5 67 12.3 

1935 9.7 52.1 3.7 8.2 6.9 7.9 11.5 

1936 9.3 50.1 3.7 I 8.6 7.8 8.4 12.2 

表 JJJ 聡移入品目別割合
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註 日本統計研究所編日本貿易c数量と倍浩より。

表 JV 地域別職移出割合

アジア

司:1i??(2jインド l 朝中国鮮台間|そ グ パキスタン 計

1931 37.4 3.5 7.4 7.5 55.8 28.8 3.6 1.2 1c 

1932 37.1 1.7 8.8 10.9 58.5 24.7 3.4 2.0 11 

1933 38.3 1.5 10.6 8.7 59.1 21.0 3.7 2.2 14 

1934 42.6 1.6 10.4 8.5 63.1 1ミ3 3.9 2.3 H 
1935 41.3 2.3 8.8 8.4 60.8 1. .3 3.6 2.3 1， 
1936 43.1 2.3 8.1 7.2 60.7 1日6 4.1 1.9 1E 

註前資料による (1)香港、ソ連領アジアその他

但)仰印、蘭印、英領マレ戸、海獄植民地、英領ポ"

オ、タイ、ピル?の合計

(3)近東及ヰ東諸問を含む

(4)中闘は満洲を含む

実 v 摘域別戦移入割合

アクア |叫

亙二三室コ東南|てて'" I 思|木
中、朝、台そ刷出アジア|バワシ|剖 I I罰

一一一-，一一一ーーー一一つ一一一一一一一「一一一ー一一一一寸一一一一一一一一一一一ーーー一一T

1931 I 4 

1932 1 38 

1933 1 34 

1934 1 35 

1935 1 36 

1936 I 36 

7 1.9 5.5 7.9 

8 1.7 5.0 6.0 

8 1.3 5.5 8.3 

8 1.1 5.6 9.7 

日 0.2 6.2 9.3 

4 0.3 7.5 10.2 

57.0 20.3 3.8 6.7 12 

51.5 26.3 4.1 6.9 12 

49.9 25.2 3.1 8.3 11 

52.2 25.9 2.4 日9 1C 

52.3 24.9 2.5 7.2 11 

5~.1 I 23.3 2.0 5.0 15 

註前安料に土る。

表 vi プロウグ別輸出入表(移出入を含まず〕

| 輸 出 割 合 | 輸入割合

与臭事除 図|草稿閥湾市1* Il!l 1 11<満

1931 23.2 37.1 

31.6 

26.5 

18.4 

21.4 

22.5 

2

6

1

0

0

6

 

9

9

2

4

3

4

 

1

1

2

2

2

2

 

1932 I 26.2 

1933 1 24.8 

1934 1 28.9 

1936 I 28.1 

1936 1 27.2 

三菱摂関研究所調

3

2

9

7

1

7

 

加

盟

羽

目

紅

白

28.7 

27.7 

35.6 

32.4 

38.7 

30.8 

19.0 

14.4 

14.7 

13.6 

14.1 

13.9 



表，y 地域別鴎移出割合

ア 会Y ア
米 英 濠 そ

量fEj事 ジ宮山;ン|計
'" 

閣 国 W'II 他(3)

1931 37.4 3.5 7.4 7.5 55.8 28.8 3.6 1.2 10.6 

1932 37.1 1.7 8.8 10.9 58.5 24.7 3.4 2.0 11.6 

1933 38町3 1.5 10.6 8.7 59.1 21.0 3.7 2.2 14.0 

1934 42.6 1.6 10.4 8.5 63.1 14.3 3.9 2.3 16.4 

1935 41.3 2.3 8.8 8.4 60.8 1. .3 3.6 2.3 17.0 

1936 43.1 2.3 8.1 7.2 60.7 16.6 4.1 1.9 16.6 

註前資料による (1)呑港、ソ連領アジアその他

(2)併印、蘭E口、英領マレ戸、海監理植民地、英領ボルネ

オ、タイ、~~}t..マの合計

(3)近東及中東諸県を含む

(4)中閣は満州を含む

表 v 地域別職移入自U'A'

ノ ジ ア
う位 実 濠 そ

極 東 1東南 | イ ン ド | の
中、朝、台|その他アジアバキty計 』現 悶 自付 他

1931 41. 7 1.9 5.5 7.9 57.0 20.3 3.8 6.7 12.6 

1932 38.8 1.7 5.0 6.0 51.5 26.3 4.1 6.9 12.0 

1983 34.8 1.3 U戸 G 8.3 49.9 25.2 3.4 8.3 11.2 

1934 35.8 1.1 5.6 9.7 52.2 25.9 2.4 6.9 10.8 

1935 36.6 0.2 6.2 9.3 52.3 24.9 2.5 7.2 11.3 

1936 36.4 0.3 7.5 10.2 54.4 23.3 2.0 5.0 15.3 

註前資料による。

表 yi プロタグ別輸出入表(移出入を含まず】

害リ ムロ 崎 入 告'il A 同

英 帝困
プロヲグ |米 図|韮満開 英プロ帝汐図グ 17小払 関

1
華 満 閲

1931 23.2 37.1 19.2 30.3 28.7 19.0 

1932 26.2 31.6 19.6 28.2 27.7 14.4 

1933 24.R 2白 5 2?-.1 30.9 35.6 14.7 

1934 28.9 18.4 24.0 31. 7 32.4 13.6 

1936 28.1 21.4 23.0 31.1 33.7 14.1 

1936 27.2 22.5 24.6 33.7 30.8 13.9 

三重苦解酒研究所調

喪 vii 内地貿易額(~位百方向〕

l一一 入rてつ
1931 1.147 1.236 2.383 

1932 1.410 1.431 2.841 

1933 1.861 1.917 3.778 

1934 2.172 2.282 4.454 

1935 2.499 2.472 4日71

1936 2.693 2.764 5.457 

日銀本邦極関統計

表 viii 貿易指数(昭3基準}

出入(L>.) 

超額

L>. 89 

L>. 21 

/'; 56 

L>. 110 

27 

'" 71 

og 
額 l騒量|早

職出|険入瓦一司~ A 轍出|瞭入

6 58.2 56.3 105.2 102.2 55.0 

7 71.5 65.2 125.0 100.9 59.9 

8 94.4 87.3 138.1 104.6 68.3 

日 110.1 1日3.9 163.4 111.6 67.4 

10 126.7 112.6 185.3 116.9 68.4 

11 136.6 126.8 202.5 128.4 67.5 

正金調査

岡 名 l総出比率 l貿易

日 本 16.5 % 34.1 % 

アメ リ ヵ 6.9 % 12.9 % 

イギリス 19.2 % 51.6.% 

ド イ ヲ 7.6 % 17.3 % 

註名手口椀算出、日本は1929-35年イギPスは19

24-30年アメリカは1929-33年ドイ Yは1934-

年36平均

55.1 

76.0 

83.4 

93.1 

96.3 

98.0 



低
米
債
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ち
さ
れ
た
低
勢
賃
を
基
礎
と
し
て
打
出
せ
る
飛
躍
的
な
工
業
自
殺
展
テ
ジ
ポ

Z
韻
A
に
表
現
さ
れ
き
費
木
回
持
率
の
早
い
消
費
財
部
門
に
資
本
は
停
着
L
、
有
機
的
構
成
高
度
化
。
論
理
に
伴
ム
生

産
財
生
産
部
門
(
主
と
し
て
宜
ヱ
繋
}
の
殻
展
が
軍
需
工
業
の
願
倒
的
環
展
に
拘
ら
ず
後
れ
て
ゐ
る
こ
と
。

た
農
業
に
お
け
る
低
蓄
積
、

に
拘
ら
ず
、

こ
の
こ
と
は
繊
維
製
品
輸
出

を
主
軸
と
す
る
轍
出
構
成
に
そ
の
表
盟
を
見
る
。

同
繊
維
製
品
輸
出
依
存
の
異
常
な
る
高
位
世
【
五
l
九
年
平
均
棉
製
品
六
九
%
生
糸
七
一
%
化
繊
六
六
%
l
財
政
金
融
統
計
月
報
一
三
競
大
蔵
省
)

は
上
記
せ
る
工
業
務
展
の
基
礎
的
保
件
に
そ
の
も
の
に
制
約
さ
れ
る
園
内
市
場
の
狭
院
に
そ
の
基
礎
を
も
っ
三
同
時
に
不
均
等
預
展
が

絶
え
ず
市
場
を
渇
墜
し
・
そ
の
後
進
性
に
基
づ
〈
市
場
制
約
に

1
っ
て
後
れ
た
楠
民
地
市
場

1
ア
ジ
ア
市
場
を
指
向
す
る
と
共
に

J
」の

様
な
軽
工
業
製
品
輸
出
は
直
ち
に
そ
れ
ら
後
進
両
植
民
地
産
業
と
の
競
合
開
係
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
抗
宰
を
激
化
L
、
そ
の
防
渇
強

化
に
伴
い
、
浮
動
市
場
を
求
め
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
一
方
そ
の
不
均
等
な
預
展
は
原
料
基
地
を
益
々
先
進
国
に
依
存
す
る
こ
と

、
と
な
る
よ
実
楠
繍
棉
一
0
6
%
・
羊
宅
一

O
O同
円
前
掲
月
報
】
パ
ル
プ
七
八
%
】
け
だ
し
そ
れ
は
且
本
棉
業
が
そ
の
原
料
基
地
を
内
地
棉
作
↓
中

岡
棉
↓
印
度
・
ヱ
ヂ
プ
ド
棉
↓
米
棉
へ
と
時
化
し
た
る
事
費
h
し
て
表
は
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
封
米
依
存
強
化
。
指
標
の
干
と
な
る
。

川
刊
封
米
生
糸
輸
出
(
そ
れ
自
体
審
移
品
と
し
て
景
気
費
助
に
さ
ら
さ
れ
易
〈
、
一
泊
〈
れ
た
農
家
持
働
に
基
礎
を
お
く
}
の
激
減
に
よ
り
封
米
中
守

【表一口】

糸
・
雑
品
輸
出
↓
棉
花
・
重
工
業
軍
需
工
業
原
料
機
械
輸
入
↓
針
英
プ
ロ
ッ
タ
織
緋
製
品
・
持
品
(
そ
れ
自
体
低
簿
賃
を
基
礎
と
す
る
中
小
企

業
を
母
体
E
す
る
】
輸
出

i
重
工
業
・
軍
需
工
業
原
料
輸
入
の
加
工
貿
易
方
式

U
H木
資
本
主
義
の
成
立
の
基
礎
は
お
び
や
か
さ
れ
劃
米

(
表
吋
V

こ
れ
か
ら
の
脱
却
と

L
て
の
市
場
開
換
運
動
た
る
目
浦
支
プ
ロ
ッ
タ
形
成

1
東
亜
新
秩
序
の
建
設
は
針
浦
投

片
貿
易
の
強
化

費
に
基
づ
く
封
中
浦
開
問
題
に
表
現
さ
れ
る
が
、

か
か
る
後
進
地
域
は
そ
の
後
れ
た
融
合
的
諸
傭
件
に
基
ず
〈
資
本
不
足
に
よ
っ
て
同

時
に
投
費
岡
間
休
の
前
期
的
性
格
を
反
映
し
て
米
英
プ
ロ
ッ
タ
巴
代
位
し
う
る
原
料
供
給
を
も
た
ら
し
え
な
い
。
円
喪
.
一
円
参
照
】

ポ
ン
「
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
巷

木
九

第
五
日
現



ポ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
脅

九
O 

第
主
腕

四

H
H

重
工
業
製
品
輸
出
は
前
記
せ
る
相
針
的
後
れ
に
拘
ら
ず
(
昭
和
六
年
を
時
期
と
し
、
一
軍
事
的
要
請
に
よ
る
図
家
保
護
刀
下
一
に
飛

岡
崎
的
な
生
産
額
の
増
加
に
伴
ぃ
、
念
速
な
増
加
を
み
る
O

〔
表
五
)
け
れ
ど
も
そ
の
輸
出
増
は
軍
事
的
要
請
に
基
づ
く
劉
満
投
資
の
増

加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
り
に
他
な
ら
ず
、
逆
に
そ
れ
は
我
園
の
資
本
不
足
と
原
料
依
存
を
強
化
し
、
【
表
i
・
山
〕
、
貿
易
パ
ラ

シ
ス
に
お
け
る
針
米
英
プ
ロ
ッ
タ
パ
ラ
Y

ス
を
悪
化
せ
し
め
る
。
し
か
も
こ
の
方
面
べ
の
前
記
の
出
超
・
増
加
は
資
本
撤
回
に
よ
る
閑

除
牧
支
上
の
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
も
閣
際
牧
支
パ
ヲ
Y

ス
を
救
憐
し
え
な
い
。
〔
後
選
第
二
節
参
照
)

重
工
業
原
料
輸
入
依
存
の
強
化
は
錫
鋼
業
に
つ
い
て
見
れ
ば
屑
織
に
お
い
て
は
昭
和
六
年
|
十
年
ま
で
二
六
・
八

M
t五
四
・
五
%
に

培
加
し
、
内
米
閣
の
比
重
は
一
一
・
五

M
l七
八
・
四
Mm
に
高
ま
っ
て
ゐ
る
。
鉄
鋼
石
は
昭
和
五
|
九
年
、
平
均
八
七
形
、
鉄
鋼
原
料

輸
入
は
大
正
一
四
年
一

O
Oと
し
て
昭
和
一
一
ん
中
に
は
六

O
こ
を
{
製
鉄
議
参
考
資
料
よ
句
算
出
)
、
原
油
七
五
回
、
機
械
四
九
回
を
示
し

て
ゐ
る
。

同
農
業
を
犠
牲
と
す
る
発
展
は
農
業
の
停
滞
性
を
表
現

L
、

る
)
工
業
の
稜
展
に
伴
ム
人
口
増
加
に
基
ず
く
食
料
需
要
の
増
え
は
こ
れ
を
植
民
地
農
業
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
そ
の
轍
移
入
額
は
明
治

=
一
十
年
来
棉
花
に
つ
い
で
輸
移
入
品
中
第
三
位
を
占
め
る
。
【
表
出
】
そ
れ
は
逆
に
植
民
地
農
業
把
揖
の
必
至
化
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
る
。

川
門
的
よ
り
榊
に
到
る
貿
易
構
造
の
特
質
か
ら
我
閣
の
貿
易
構
遣
が
先
進
闘
に
到
す
る
従
属
之
反
抗
・
植
民
地
に
封
ず
る
支
配
・

抗
宰
の
休
系
を
形
成
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
同
時
に
こ
り
矛
庄
は
内
部
的
に
は
女
の
如
〈
表
は
れ
る
。
即
ち
低
潟
替
に
よ
る
輸

出
増
(
表
柑
〕
と
軍
損
に
よ
る
不
況
か
ら
の
列
固
に
党
ん
じ
て
の
脆
出
景
無
回
復
に
も
か
か
は
ら
ず
.
低
潟
替
政
策
の
基
礎
た
る
イ
ン

フ
レ
の
進
行
は
生
活
水
準
を
お
し
下
げ
た
(
そ
れ
自
体
低
矯
替
に
よ
る
輸
出
唱
と
利
潤
上
昇
の
原
因
た
る
も
の
で
あ
る
が
〕
。
だ
が
そ
れ
の
み
で

【
闘
治
以
来
僅
か
に
生
産
指
数
で
約
二
倍
・
統
計
研
究
曾
・
農
業
統
計
資
料
に
よ

は
な
い
。
そ
れ
は
不
等
債
交
換
目
慣
備
の
無
償
移
揮
に
よ
っ
て
二
重
に
贋
迫
き
れ
る
。

け
だ
し
低
勢
賃
低
局
替
に
も
と
ず
〈
グ
ン
ピ
ン



‘~ 司止

グ
に
封

L
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
繊
維
・
雑
品
等
消
費
財
産
業
と
し
て
資
本
主
義
の
殻
展
に
か
か
は
ら
ず
相
封
的
な
縮
少
を
常
に
強
制
さ

れ
、
し
か
も
後
進
岡
鳶
業
と
の
競
宰
閥
係
に
直
結
し
、
諸
闘
の
日
本
商
品
輸
入
防
掲
に
針
決
す
る
に
封
じ
て
・
輸
入
原
料
は
す
べ
て
我
閣

の
軍
事
生
産
及
び
産
業
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
成
立
の
基
礎
で
あ
り
、
競
合
闘
係
を
も
た
切
加
え
て
低
得
替
の
た
め
に
、

叉
九
年
以
来
の
、
各
岡
景
無
回
復
に
伴
ふ
物
慣
高
の
た
め
上
昇
し
た
か
ら
で
あ
る
。
(
表
な

以
上
を
結
論
す
れ
ば
輸
出
の
湾
動
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

入
超
の
恒
常
性
と
し
て
現
は
れ
る
(
表
吋
】
貿
易
構
浩
の
特
質
は
そ
れ
自
体

-
日
本
資
本
主
義
の
特
質
に
、
そ
の
不
均
等
積
展
・
産
業
構
成
鍵
化
〔
註
1
・

2
】
O
特
殊
性
に
、
調
占
の
強
化
に
よ
る
そ
の
促
進
に
基
礎

を
も
っ
こ
主
が
明
か
で
あ
る
。
同
時
に
貿
易
比
率
の
高
位
性
も
亦
質
的
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

け
だ
し

か
く
て
昭
和
六
年
に
初
ま
る

(註
4

】

イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
比
率
の
高
位
性
が
そ
の
封
植
民
地
貿
易
に
よ
っ
て
し
か
る
の
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

不
況
か
ら
の
脆
出
は
射
外
的
に
も
関
内
的
に
も
矛
盾
の
欄
犬
と
し
て
現
は
れ
、
関
際
収
支
の
悪
化
・
動
格
を
救
桝
せ
ず
、

む
し
ろ
そ
の

矛
活
を
激
化
し
て
戦
宰
に
到
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
こ
の
よ
う
な
貿
易
構
遣
は
職
後
如
何
に
現
化
し
た
か
。
今
や
そ
れ
は
問
題
で
あ
る
。

睦
川
藤
・
ヱ
の
不
均
等
白
指
標
と
し
て
同
時
に
工
業
内
部
白
木
均
気
を
帯
数
侶
す
れ
ば
、
六
年
十
年
の
夫
々
平
均
を
各
品
目
別
に
見
る
と
宍
の

如
〈
な
る
o

a

末
、
九
二
・
九
|
九
六
・
宍
〔
大
足
一
四
|
昭
四
年
平
均
基
準
「
農
称
統
計
月
報
」
に
よ
る
)

b

工
業
品
総
指
段
、
一

OA
一

・
四
一
一
1
0
・
四
、
生
産
財
一

O
ニ
・
六
|
一
五
九
・
回
、
消
費
財
一

O
二
・
一
一
コ
一
九
・
入
〔
昭
和
定
年
基
準
三
菱
糎
済
研
究
所
調
〕
と
な

るι

。
と
れ
を
生
産
額
で
み
れ
ば
農
林
物
産
物
は
二
入
・
二
ニ
二
・
=
一
%
に
低
下
し
‘
鏑
工
建
物
は
七
一
・
入
%
l
七
七
・
六
%
へ
増
加
し
て
ゐ
る

(
工
場
椀
計
表
・
争
時
間
耳
項
晶
君
臨
曹
に
上
る
}
。
と

h
p
韓
関
人
口
別
に
尾
れ
ぽ
有
業
人
間
中
串
林
業
の
占
め
る
同
位
は
一

0
年
四
一
一
一
%
で
あ
る
@

〔
安
本
推
算
に
よ
る
)
的
産
業
構
成
の
嬰
泌
を
部
門
別
に
、
工
業
に
つ
い
て
生
産
額
制
合
や
も
っ
て
一
揖
せ
ば
君
の
如
L
O
【
六
年

i
一
一
年
〉

ポ
ア
ド
過
剰
と
ド
ル
一
不
足

第
七
十
省

九

第
五
披

主



l 、

ポ
ン

r過
剰

と

ド

ル

不

足

第

七

十

巻

金
属
工
業
入
・
四
一
七
・
回
、
機
械
器
具
工
業
入
・
六
l
二
一
て
一
、
化
学
ヱ
業
自
六
・
0
l
一
入
・

o、
以
上
軍
化
学
憾
計
三
一
了
九
|
四
入

・
五
、
紡
間
工
業
三
四
・
入
|
=
七
・
五
、
食
軒
品
二
へ
・
一
ー
一
0
・
一
一
、
そ
の
他
極
工
業
一
六
ピ
ニ
l
一
コ
一
・
八
、
以
上
計
六
七
・
一
l
宜
一

・
五
、
と
重
化
学
工
業
増
加
・
消
費
財
軽
工
業
械
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
し
か
し
情
重
化
学
工
業
は
主

Q
掃
を
し
め
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
ご
と

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
円
工
場
統
計
表
に
よ
る
】
問
調
占
を
今
集
中
度
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
製
鉄
業
は
昭
和
一
一
一
年
上
位
二
枇
九
四
%
、
製
鋼

上
位
三
位
五
六
・
二
%
紡
慎
一

O
祉
計
豆
九
・
一
%
、
詳
し
く
ぼ
「
日
本
に
封
け
る
纏
済
力
集
中
の
実
態
」
(
公
E
取
引
委
員
脅
編
】
参
照
仰

と
の
点
職
後
止
一
宮
水
準
と
貿
易
水
準
を
比
較
し
生
農
水
慣
の
由
復
上
昇
と
賢
易
水
準
の
低
下
か
ら
、
貿
易
依
存
度
の
低
下
を
叫
ば
れ
る
こ
と
の
あ
や

ま
わ
も
明
ら
か
と
な
る
。
け
だ
し
そ
の
生
産
水
準
の
回
復
が
串
で
は
少
い
貿
易
水
準
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
依
存
事
は
高
い
の
で
あ
り
、
単
に

問
題
は
量
的
に
把
損
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
@

九

第
五
規

ム
J、

ニ
、
戦
後
の
貿
易
構
造
と
ポ
ン
ド
過
剰

F
ル
不
足
{
昭
和
二
四
・
コ
主
を
中
心
と
し
て
}

政
較
に
上
っ
て
中
岡
・
満
洲
市
場
・
及
び
朝
鮮
・
台
崎
市
場
を
喪
失
し
、
加
う
る
V
L

職
災
と
戦
時
に
お
け
る
資
本
の
再
回
分
再
編
成

の
強
制
に
上
っ
て
強
化
さ
れ
た
産
業
構
成
の
拠
化
〔
註
l
〕
不
均
等
積
展
門
註
2
〕
に
伴
ふ
貿
身
構
遣
の
麹
化
は
加
何
で
あ
ら
う
か
o

更

に
世
界
」
資
本
主
義
閣
の
不
均
等
預
展
に
基
因
し
て
ゐ
る
矯
替
自
由
交
換
性
の
欠
如
・
ド
ル
不
足
l
閣
際
収
支
の
根
本
的
不
均
衡
の
存
在

す
る
保
件
下
に
お
い
て
‘
更
に
二
五
年
六
月
に
始
ま
る
朝
鮮
事
鑓
を
時
期
、
と
す
る
軍
捕
景
載
と
停
戦
交
渉
に
伴
ふ
停
滞
化
の
中
に
、

易
構
造
は
如
何
巨
質
化
し
つ
つ
あ
る
か
、
戦
前
の
矛
盾
は
新
た
に
如
何
な
る
展
開
を
と
げ
て
ゐ
る
か
、
以
下
生
産
が
ほ
ぼ
戦
前
の
悦
般

犯
近
附
い
た
昭
和
一
一
四

μ
二
五
年
(
鉱
工
業
生
差
七
二
・
九
七
%
F
農
亦
水
産
九
七
l
一
0
0
%
、
昭
和
九
一
一
年
一

O
O安
本
将
商
白
書
唱
和 貿

二
六
年
版
)
を
中
心
に
展
開

T
る
ζ

ょ
に
す
る
。

戦
後
の
貿
易
は
通
商
自
主
擦
の
礎
失
と
協
定
貿
易
を
植
軸
と
し
て
ゐ
る
所
に
限
定
を
も
つ
が
、
先
づ
全
般
的
に
見
て
輸
出
・
輸
入
は

金
額
で
は
職
前
水
準
(
昭
和
五
年
l
昭
和
九
牢
)
の
夫
々
二
八
・
九
百
一
四
五
・
五
%
【
昭
和
二
四
年
)
間
二
・
八
封
、
四
九
・
六
出
〔
昭
和
二
五



10.0 

5.0 

年
〕
と
漸
，
次
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
数
量
指
数
で
は
輸
出
二
九
百
輸
入
=
一
三

Mm
【
昭
和
二
王
)
の
低
位
に
あ
る
。

前
記
の
方
法
に
従
い
構
趨
を
分
析
す
る
。

し
め
て
ゐ
る
〔
前
掲
通
商
白
書
)
が
こ
り
様
な
貿
易
構
造
の
鑓
化
は
何
等
輸
出
力
の
強
化
魂
展
の
匹
常
化
を
意

味
し
な
い
。
逆
に
こ
れ
ら
の
部
門
の
預
展
は
原
料
輸
入
に
お
け
る
依
存
強
化
と
し
て
表
は
れ
ざ
る
を
得
ず

織
維
製
品
貿
易
の
縮
少
は
逆
に
輸
入
の
量
的
規
模
を
制
約
し
、
重
工
業
原
料
の
依
存
強
化
は
逆
に
絶
封
的
な
欠
乏
と
結
合
す
る
こ
と
に

な
る
。
重
工
業
中
心
へ
の
輸
出
構
成
の
理
化
は
我
岡
町
場
合
職
前
よ
り
彊
く
依
存
強
化
と
し
て
現
は
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
注
目
さ

a 表

24 

25 

(
通
商
白
書
】

前掲月報'"号但し 25年皮は 1-10月

商
品
別
輸
出
入
構
成
先
づ
類
別
構
成
で
は
杢
製
品
輸
出
割
合
の
強
伯
、
原
料
半
製
品
の
低
下

輸
入
で
は
金
製
品
の
地
位
盆
今
低
下
、
原
料
品
半
製
品
の
比
率
も
経
済
白
書
の
基
準
敢
字
に
よ
れ
ば
上
昇

し
て
ゐ
る
。
〔
こ
れ
は
か
つ
て
の
統
計
で
は
移
入
金
糾
が
入
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
戦
後
は
こ
れ
を
挿
入
さ
れ
る
か
ら

常
然
異
な
る
と
と
に
な
る
J

食
料
を
も
入
れ
る
と
九
三
・
三
労
と
な
る
。
円
表
a
)

経
済
白
書
に
よ
れ
ば
原

料
品
・
燃
料
は
戦
前
(
豆
六
%
)
よ
り
比
率
が
高
く
な
っ
-
て
二
五
年
六
三
一
%
二
六
年
六
八
回
を
し
め
る
と

a 
の
べ
て
あ
る
。
品
目
別
構
成
は
如
何
に
鍵
化
し
た
か
。

〔表
b
}

二
十
四
年
に
お
い
て
は
搬
維
製
品
は
比
率
に
お
い
て
痩
は
ら
な
い
が
生
阜
市
の
地
位
は
戦
前
(
約
一
七
%
〕

に
比
べ
て
三
・
岡
両
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
機
械
・
合
一
周
類
の
比
率
は
高
ま
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
職

前
九

l
↑
六
両
前
後
か
ら
ニ
=
一
・
七
回
、
二
五
年
に
は
二
七
・
九
戸
と
高
ま
り
こ
の
面
に
も
戦
前
戦
時
を

通
じ
て
産
業
構
透
。
麹
化
が
現
ば
れ
て
ゐ
る
。
一
一
T
1
年
度
に
お
い
て
は
朝
鮮
事
費
の
勃
殻
に
伴
ふ
軍
摘
景

気
に
よ
っ
て
二
四
年
度
に
比
べ
金
属
に
お
い
て
は

匹
、
機
械
で
は
三
五
・
九
回
。
噌
加
率
を

ポ
ン
ド
過
剰
と
ド
λ
不
足

第
七
十
巻

九

第
五
競

七



ポ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

繊維晶 278.0 54.4 399.3 48司 7
17.4 3.4 39.1 4.8 
189.6、37.1 239.7 2j1.2 
17.7 3.5 23.7 2.9 
34.9 6.8 66.6 8.1 
18.4 3.6 30マ2 3.7 

金属及び司製品 68.7 13.5 158.9 19.4 

機 械ー ，51.9 10.2 70.5 8.5 
食料品 23町。 4.8 50.5 6.2 
陶磁器タヌス 20'0 4.4 26.4 3.2 
与与の他 68.8 12.7 114.6 14.0 

100 
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(通商白書数字上り算出)

冒1

第
七
十
巻

第
五
蹴

九
四

y、

る
べ
き
で
あ
る
。

二
計
年
。
輸
出
額
に
特
需
を
加
え
~
る
な
ら
ば
機
械
類
、
金
属
製
品
は
三
億

弗
に
上
り
前
年
の
三
倍
近
く
に
な
る
(
通
商
問
書
)
ロ
か
か
る
軍
需
そ
の
も
の
が

閣
内
生
産
に
お
け
る
需
要
を
お
さ
え
て
輪
出
に
大
会
く
の
び
古
せ
た
の
で
あ

り
途
に
軍
需
の
た
め
の
関
内
牛
濯
が
削
減
さ
れ
た
黙
こ
そ
、
日
本
の
銭
鋼
金

属
輸
出
の
特
異
性
を
物
語
る
の
で
あ
る
o

し
か
も
原
料
依
停
の
強
化
が
各
閣

の
軍
摘
に
よ
り
量
的
制
約
を
う
け
・
叉
輸
出
構
浩
(
市
場
構
造
}
か
ら
く
る
量

的
制
約
〔
ド
九
不
足
〕
、
輸
入
慣
格
騰
貴
に
よ
る
限
定
を
受
け
る
場
合
同
内
資

源
の
喰
い
つ
ぶ
し
に
よ
る
飢
餓
輸
出
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

ζ

の
己
主
は

首
該
輪
出
部
門
の
蓄
積
率
の
増
進
と
一
才
府
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
逆
に
そ

の
部
門
の
不
均
等
殻
展
を
順
化
す
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。

輸
入
に
つ
い
て
弐
に
そ
れ
を
見
ょ
う
。

〔表
C
)

食
栂
品
開
入
は
比
率
に
お
い
て
増
加
し
モ
の
内
容
に
お
い
て
劃
米
依
存
の
小
委
が
摩
倒
的
に
大
い
。

に
拘
ら
ず
、
低
米
債
政
策
の
維
持
を
指
向
す
る
従
来
の
政
策
体
系
が
輸
入
補
給
金
を
も
っ
て
す
る
食
臨
時
輸
入

l
低
米
債

1
低
勢
貨
に
連

ら
な
り
、
加
う
る
に
シ
エ
I
V
M
M
依
然
と
し
て
農
業
の
賀
民
を
さ
ま
た
げ
(
註
g
v
輸
入
依
存
を
強
化
す
る
と
い
ふ
矛
盾
を
露
呈
し
て

ゐ
る
。
し
か
も
こ
の
輸
入
が
か
つ
て
の
植
民
地
移
入
で
な
い
所
に
そ
の
不
安
性
と
非
自
立
性
が
存
在
す
る
。
次
に
繊
維
原
料
二
十
四
咋

農
業
に
お
け
る
生
産
関
係
の
鑓
革

は
二
四
・
一

μ
を
、
二
五
年
三
九
回
を
し
め
比
率
的
に
は
殿
前
を
上
廻
る
。

そ
の
他
金
属
鏑
産
物
石
炭
一
石
油
・
肥
料
・
塩
生
ゴ



料 360.9 !40.7 33661350 

畑原料 214.0 24.1 376.1 39.0 

実化学品 24.1 2.7 9.6 0.9 

斗且同原料 85.1 4.0 58.0 6.0 

同錨建物 59.9 6.7 27.4 2.7 

ZJ火M 44.7 5.0 10.3 1.0 

25.9 2.9 7.9 0.8 

H旨 32.2 3.6 12.6 1.3 

3由 36.~ 4.2 42.1 4.3 

ゴム 15.1 1.7 40.3 4.0 

械 2; 1 0.3 6.8 。7

の他 36.3 4.1 、42.2 4.3 

とEどool半ととI.:.o~
心E商白書より算出 白書誤植は修正〕

計

ム
等
原
料
品
の
占
め
る
比
率
は
、
戦
前
よ
り
比
率
に
お
い
て
上
廻

る
も
の
も
あ
る
。
二
六
年
度
を
経
済
白
書
に
つ
い
て
見
れ
ば
こ
の

傾
向
は
更
に
強
化
さ
れ
、
輪
出
に
お
け
る
金
属
製
品
輸
出
は
量
的

に
も
職
前
を
上
廻
り
、
同
時
に
輸
入
に
お
い
て
も
鉄
鋼
石
は
戦
前

水
準
に
濯
し
た
。
燐
・
鏑
・
堰
等
は
戦
前
を
上
廻
り
室
化
皐
工
業

中
心
V
の
産
業
構
造
の
不
均
等
性
は
こ
こ
に
も
明
確
化
さ
れ
て
ゐ
る

。
同
時
に
織
維
製
品
・
原
料
の
比
率
低
下
に
も
拘
ら
ず
、
即
ち
原

料
輸
入
は
職
前
の
五
割
の
低
水
準
に
か
か
は
ら
ず
、
輸
出
依
存
は

〔
殴
前
六
八
%
)
一
五
年
七
二
・
二
回
〕
し
て
ゐ
る
こ
と
こ

• 

逆
に
増
加

そ
消
費
財
市
場
狭
臨
の
強
化
を
物
語
る
o

と
れ
を
先
述
せ
る
低
米
領
H
H
低
持
賃
に
結
合
す
れ
ば
、
貿
易
構
法
の
特
質
の
基
礎
は
明
確
と

な
る
の
で
あ
る
o

他
方
重
工
業
の
輸
出
低
存
度
は
製
鍛
業
に
つ
い
て
見
れ
ば
第
一
次
製
品
は
二
十
五
年
下
期
以
後
急
激
に
よ
昇
し
て
二

一
一
回
と
な
っ
て
ゐ
る
o

生
産
の
上
昇
は
直
ち
に
輸
出
依
存
の
日
明
化
と
な
り
一
方
原
料
依
存
の
強
化
と
な
る
。
か
く
し
て
産
業
構
誼
の
強

化
に
伴
う
貿
易
構
誼
の
襲
化
は
た
だ
戦
前
の
矛
盾
を
異
っ
た
形
で
強
化
す
る
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

b 

市
場
構
成

戦
前
に
お
い
て
も
剖
米
入
超
7

以
上
商
品
別
構
成
を
通
じ
て
品
た
貿
易
構
誼
の
特
質
は
市
場
構
誼
に
よ
っ
て
更
に
明
確
化
さ
れ
る
。

♂
プ
出
起
の
型
が
検
出
さ
れ
た
が
現
在
で
は
そ
こ
に
か
な
り
の
療
化
が
見
ら
れ
る
。
則
ち
中
間
市
場
・
朝
鮮
・
4

口
轡
の
斑
失
は
7
0
ア

市
場
中
の
極
東
市
場
貿
易
を
縮
少
せ
し
め
、
生
糸
の
凋
落
に
よ
る
封
米
輸
出
の
減
少
は
輸
入
に
お
け
る
依
存
強
化
と
し
て
現
は
れ
ざ
る

ボ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
念

九
五

九

第
五
掠



ボ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
種

九
六

第
五
蹴

O 

• 
を
え
ず
輸
出
は
三
間
作
二
五
年
夫
々
一
六
臣
、
二
ニ
屈
に
劃
し
輸
入
は
夫
々
六
開
封
・
四
五
回
〔
組
泊
白
書
〕
と
邸
倒
的
に
多
く
九
年
l

十
一
作
平
均
の
輸
出
入
そ
れ
内
¥
一
六
匹
一
一
開
拓
に
比
べ
滋
増
し
て
ゐ
る
。
特
需
の
殺
生
は
こ
の
側
係
を
鐙
化
せ
し
め
牧
支
は
バ
ヲ
J

X

を
回
復
せ
し
め
た
け
れ
ど
も
と
の
構
造
に
お
け
る
不
安
定
性
は
依
然
存
在
し
て
ゐ
る
。
否
特
簡
の
殺
年
こ
そ
藍
誌
の
軍
事
的
崎
形
化

を
促
進
し
不
均
等
殺
岡
田
を
助
長
L
原
料
の
封
米
依
存
の
強
化
を
も
た
ら
し
て
ゐ
る
こ
と
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
特
舗
を
除
外
す
れ
ば
輸

出
は
生
糸
・
食
料
品
〔
健
詰
)
玩
具
・
カ
メ
ラ
・
陶
磁
器
等
の
消
費
財
、
春
移
品
が
中
心
で
あ
っ
て
マ
グ
ロ
閥
税
の
引
上
げ
は
封
米
輸

出
を
更
に
減
少
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
問
即
固
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
戦
前
の
極
東
市
場
に
代
る
輸
出
市
場
は
英
プ
ロ
ヅ
ク
諸
闘
を
含
む
東
南

ア
ジ
ア
¥
市
場
で
あ
っ
て
戦
前
の
営
該
地
域
比
率
輸
出
入
そ
れ
ん
¥
一
七
匹
、
二
ハ
到
に
比
べ
二
五
年
二
八
出
・
二
一
戸
二
六
年
三
六
戸

・
二

O
V戸
と
な
っ
て
ゐ
る
。
門
組
梼
白
書
}
重
工
業
製
品
の
輸
出
口
町
構
成
に
お
け
る
増
加
に
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ジ
ア
市
場
を
輪
出
の
植
軸
と

ず
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
日
本
者
本
主
義
の
構
造
的
な
後
れ
と
特
質
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
も

現
在
こ
の
東
南
プ
日
プ
に
我
闘
の
原
料
・
食
料
源
を
求
め
、
市
場
を
時
換
し
て
ド
ル
依
存
を
除
去
せ
ん
と
す
る
希
望
が
も
た
れ
て
ゐ

る
が
、
と
の
市
場
は
中
岡
・
淵
洲
市
場
乃
至
植
民
地
市
場
と
は
質
的
に
呉
な
る
。
同
時
に
か
か
る
未
関
投
、
前
期
的
生
産
録
式
地
域
に

原
料
を
求
め
る
こ
と
は
か
つ
て
の
中
浦
市
場
と
同
じ
く
多
大
の
資
本
財
を
注
入
す
る
を
要
L
、
そ
の
こ
と
自
体
が
迭
に
日
本
の
貿
易
構

誼
の
矛
盾
を
激
化
し
パ
ラ
シ
ス
を
悪
化
せ
し
め
る
こ
と
は
戦
前
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
単

な
る
資
源
の
埋
蔵
量
測
定
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
伸
長
は
こ
の
地
域
に
起
っ
て
ゐ
る
内
戦
と

無
聞
係
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
の
不
安
定
市
場
性
の
指
摘
も
亦
数
多
く
表
明
さ
れ
て
ゐ
る
ω
【
例
え
ば
村
野
孝
氏
、
極
済
許
論
五
二
年
三
月
掛
v

r

加
え
て
現
在
の
如
き
協
定
貿
易
と
潟
替
清
算
制
。
存
在
、
園
際
的
な
潟
替
の
自
由
交
換
性
の
欠
如
は
そ
の
地
域
へ
の
輸
出
超
を
も
っ

て
我
闘
の
ゼ
ル
不
足
を
相
殺
し
え
ず
、
か
く
て
貿
易
ベ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
き
、
我
闘
生
産
構
造

1
産
業
構
浩
の
特
質
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
た
貿
易
構
遣
の
不
均
衡
は
緩
和
さ
れ
雄
い
も
の
と
な
る
。

e 



地域別融出入(比辛)

輸入

c 品

貿
易
額
・
貿
易
指
数
〆

表 d

白書及び財政金閣軌計月報による

貿
易
額
は
格
戦
後
二
四
ι
二
五
年
急
速
に
回
復
し
金
額
に
お
い
て
は
二
冗
作

戦
前
(
昭
和
九
|
一
一
)
の
輸
出
四
二
・
入
匹
、
輸
入
問
九
・
六
同
〔
物
傑
氷
準

12.9 

2(U 

23.3 

10.1 

に
よ
句
調
整
、
白
書
}
に
す
ぎ
庁
、
貿
易
ベ
ラ

y
ー
は
そ
の
差
(
入
超
)
を
縮
少
し

つ
つ
あ
る
が
、
通
貨
別
に
考
察
す
れ
ば
門
後
述
】
不
均
衡
が
存
在
す
る
。
貿
易

指
数
円
喪
主
を
見
れ
ば
二
五
年
は
交
易
保
件
の
悪
化
そ
見
う
る
o

二
六
年
度
の

好
揮
は
む
し
ろ
輸
入
低
滞
に
基
く
の
で
あ
っ
て
、
単
仁
単
償
指
数
の
比
を
も
っ

て
総
休
的
な
交
易
保
件
を
測
定
し
う
る
も
の
で
は
広
い
。
貿
易
に
計
上
さ
れ
な

い
特
需
受
注
の
出
血
受
注
的
性
格
が
問
題
化
さ
れ
る
現
在
白
書
に
一
不
さ
れ
る
純

言主

安
易
保
件
の
好
轄
の
表
示
は
瑛
謬
が
存
在
す
る
土
忠
は
れ
る
。

d

貿
易
パ
ラ
Y

1

・
通
貨
別
バ
ラ
ン
ス

貿
易
牧
支
の
入
超
は
二
長
年
そ
の
差
を
締
少
し
た
が
二
六
作
で
は
入
起
の
激

増
と
な
り
慣
性
的
入
超
傾
向
は
設
和
さ
れ
て
い
な
い
。
二
五
作
の
朝
鮮
事
盤
の
附

そ

の

他

i哀• 
洲

始
に
伴
う
景
気
凶
復
は
直
ち
に
二
六
年
の
原
料
需
要
に
基
ず
く
入
超
増
に
時
化
せ
ざ
る
を
わ
ぬ
こ
と
は
乍
し
く
職
前
コ
ー
ス
と
同
様
で

あ
り
し
か
も
こ
れ
を
通
貨
別
に
免
れ
ば
先
識
せ
る
同
向
に
漣
ベ
た
貿
易
構
遣
の
矛
盾
は
こ
こ
に
直
ち
に
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即

ち
針
米
依
存
の
強
化
は
ド
ル
不
足
に
、
針
ア
ジ
ア
出
超
は
東
南
ア
ジ
ア
構
成
闘
の
主
要
部
分
が
ス
グ
1
り
Y
グ
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
そ
の

他
ア
ジ
ア
〔
東
南
ア
ジ
ア
を
含
め
C
〕
!
が
オ
ー
プ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
勘
定
闘
で
あ
る
こ
と
か
ら
ポ
ン
ド
受
取
増
、

実

問

ポ
ン
ド
泊
剰
と
ド
ル
不
足

オ
1
フ
ン
ア
カ
均
J

ン
ト
受

第
七
十
愈

第
五
抗

九
七



{間

ボ
シ
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
I
翁

第
五
日
開

I怖

取
増
と
な
り
相
殺
の
不
可
能
性
は
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
と
な
っ
て
表
面
化
す
る
。
も
主
よ
り
ポ
ン
ド
地

域
へ
の
増
加
は
低
鴻
替
に
起
因
す
る
所
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
験
入
は
債
格
騰
貴
と
軍
扱
需
要
乃
至
は

プb

^ 

営
該
国
産
業
構
遣
の
殻
展
に
よ
る
原
料
需
要
増
、
加
う
る
に
首
該
闘
の
後
活
性
k
起
因
す
る
低
生
産
性

に
よ
る
供
給
制
限
に
よ
っ
て
我
固
の
原
料
需
要
を
ま
か
な
い
得
な
い
と
主
に
よ
っ
て
激
化
さ
れ
る
。
以

上
を
表
示
す
れ
ば
衣
表
の
加
く
な
る
。

24 

駐経済同曹による

表 f

通貨地域別貿易牧支差額

(単位百万ドλ 〉

表 g

貿易通貨別構成比率

(持〉

嶋田輸入轍出取入

よ田 57124159

fト 30123145123

75l叫 120131118

備考前年経路白書によ
る。

25 
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地プ
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づb

註且入起

蹄隣白書による。

か
く
て
わ
れ
/
¥
は
我
閥
産
業
構
遣
の
礎
化
不
均
等
稜
展
の
強
化
・
狗
占
に
よ
る
そ
の
強

化
の
推
進
〔
註
4
】
に
伴
ふ
貿
易
構
遣
の
質
化
が
、

市
場
構
成
・
通
貨
別
構
成
に
そ
の
予
盾

を
露
呈
し
、
戦
前
よ
り
強
化
さ
れ
た
る
事
費
を
見
る
で
あ
ら
う
。
特
需
の
存
夜
の
み
が
ド
ル

不
足
を
表
面
的
に
は
カ
パ
ー
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
不
安
定
性
は
蔽
う
べ
く
も
な
く
白
書

も
そ
の
事
賢
を
認
め
て
ゐ
る
。



睦
∞
産
業
構
成
の
艶
化
は
ヱ
業
統
計
表
に
よ
れ
ば
比
率
忙
お
い
て
弐
の
如
〈
現
わ
れ
る
ω

一
一
四
年
の
工
業
生
産
額
中
金
属
一
六
・
一
%
、
機
械

一
入
・
八
%
、
化
学
一
七
・
一
七
%
、
以
上
計
五
二
・
九
%
、
紡
績
」
九
・
買
%
、
そ
の
他
消
費
財
・
軽
工
業
、
計
二
七
・
六
%
、
計
四
也
・
一
%

⑨
生
産
指
数
を
も
っ
て
そ
の
不
均
等
性
を
示
せ
ぽ
為
一
一
年
平
均
一
O
O
と
し
て
昭
和
二
四
二
六
年
、
繊
維
三
二
・
阿
|
六
回
・
六
、
金
属
九

一
ニ
・
一
一
七
一
・
丸
、
機
械
一
一
八
・
四

l
一
λ
ニ
・
一
、
化
学
七
四
・
六
ー
一
一
一
八
・
六
、
ゴ
ム
皮
革
五

0
・
九
l
九
五
・
六
に
示
さ
れ
軍
他

学
工
業
の
回
復
・
賞
展
の
ポ
均
等
性
を
開
示
し
て
ゐ
る
。
〔
偲
清
白
書
}
偽
農
業
の
低
滑
性
は
九
一
一
年
H
一
O
O
と
し
て
二
四
年

l
二
六
年
、
九

回
二
一

l
一
0
0
・
0
と
ほ
ぼ
変
ら
ず
、
と
れ
を
全
産
業
【
}
上
業
)
指
数
の
入
七
・
=
一

l
一
三
七
・
二
に
比
べ
れ
ば
そ
の
ほ
滞
院
と
不
均
等
性
は
明

白
と
な
る
。
生
産
綱
償
額
時
間
計
が
な
い
り
で
閤
民
所
得
械
計
を
も
っ

τ農
業
の
位
置
を
示
せ
ば
農
業
所
得
白
生
産
闘
民
所
得
に
占
め
る
比
率
は
工
業

生
産
水
準
の
低
く
か
っ
た
二
二
・
二
三
年
で
一
九
・
四
%
・
二
二
・
一
一
%
に
す
ぎ
ず
、
〔
安
本
推
計
〕
資
軒
が
な
い
の
で
二
四
・
二
五
年
度
は
判
明
し

な
い
が
、
工
業
生
震
の
岳
連
な
回
復
を
考
え
れ
ば
ニ
O
%
以
下
に
な
っ
亡
い
る
こ
と
は
あ
や
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
向
狙
占
を
今
生
産
集
中

度
か
ら
見
れ
ば
二
四
年
製
鎖
業
上
位
一
一
一
世
八
八
・
豆
%
、
製
鋼
業
上
位
三
世
五
八
・
三
%
紡
関
上
位
-
O
吐
九
三
・
七
%
、
集
中
は
量
的
に
も
強
化

さ
れ
て
い
る
c
前
掲
賢
料
に
上
る
@

以
上
簡
車
に
現
賛
の
局
商
に
お
け
る
我
閥
の
産
業
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
貿
易
構
遣
の
特
質
と
そ
の
通
貨
別
パ
ヲ
Y

ス
え
の
反

映
と
し
て
ポ
ン
下
過
剰
・
下
ル
不
足
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
一
三
の
補
是
的
説
明
を
加
え
よ
う

Q

第
一
に
鴻
替
の
自
由
交
ば
性
が
存
在
す
る
な
ら
ば
一
方
で
の

γ
イ
ナ
ス
は
他
方
で
の
プ
ラ
ス
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
υ

第
二
に
ポ
ン

下
地
域
輸
出
を
削
減
す
る
如
き
闘
力
な
措
置
が
と
ら
れ
る
か
、
或
い
は
輸
入
の
増
加
を
は
り
得
る
な
ら
ば
ポ

V
下
過
剰
は
一
賂
片
附
〈

の
で
あ
り
、
同
時
に
パ
ラ

Y

ス
白
山
休
の
縮
少
の
場
合
に
は
ド
ル
閤
か
ら
の
輸
入
も

i

削
減
さ
れ
る
H

」
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

前
者
の
命
題
は
世
界
資
本
主
義
諸
問
問

P
不
均
等
臨
時
展
民
基
礎
を
も
っ
質
幣
制
度
の
崩
壊

ι

・
世

A
的
V
ル
不
見
、
所
謂
根
本
的
不
均

J
P
 

ポ

シ

ド

過

剰

と

ド

凶

作

不

足

第

E
競

若

干

白

補

足

第
七
十
念

九
九



ペ0"

マーー/
ノー

ポン
V
過
剰
と

H
h
a

ル
不
足

第
七
十
巻

三
O
O

第
五
暁

四

街
な
る
事
態
の
健
幣
的
表
現
に
他
な
ら
ず
3

我
聞
と
の
ド
ル
ク
ロ
1
f
候
項
を
股
止
し
た
英
閣
が
そ
れ
を
飛
び
こ
え
て
ア
メ
リ
カ
勘
定
へ
の
腺
替
を
詐
す
と
L
L

は
#
唱
え
ら
れ
な
い
か

こ
り
こ
と
自
体
は
我
闘
自
体
に
お
け
る
解
決
方
法
は
存
在
し
た
い
。

F
L
P
不
足
に
よ
っ
て

ら
で
あ
る
。

後
者
の
命
題
は
我
図
の
産
業
構
浩
-
生
産
構
遣
を
外
に
し
て
は
芳
え
ら
れ
な
い
。

昭
和
六
年
を
時
期
と
し
て
大
き
く
寮
貌
し
、
職
後
も
こ
の
傾
向
は
一
暦
強
化
さ
れ
て
ゐ
る
。

の
上
に
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
コ

l
ス
〔
そ
れ
自
体
資
本
の
内
在
的
論
理
的
上
に
形
遣
ら
れ
る
】
を
内
包
し
産
業
構
遣
を
醐
型
車
し
つ
つ
強

化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
こ
の
傾
向
は
調
占
に
よ
っ
て
激
化
さ
れ
、
園
内
市
場
を
超
え
る
「
横
え
」
の
模
索
を
強
制
さ
れ
る
。

し
か
も
そ
れ
が
我
闘
の
特
殊
な
生
産
構
遣
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
内
市
場
狭
院
の
た
め
に
よ
り
強
化
さ
れ
職
後
の
諸
保
件
は
こ
の
法
則

H
及
び
併
に
の
ベ
た
如
〈
我
閣
の
産
業
構
造
は

」
の
様
な
不
崎
等
な
殻
展
は
者
本
の
論
理

の
支
聞
を
よ
り
激
化
す
る
こ
と
主
な
る
。

か
か
る
横
え
の
殻
展
は
既
に
の
ベ
た
生
産
構
浩
の
特
質
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

vi
ル
閤
に
の

び
え
ず
、
お
く
れ
た
ア
ジ
ア
特
に
東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
向
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
看
過
さ
る
べ
き
で
な
い
。

そ
の
場
合
4
y
v
賢
勢
低
下
に
上
る
低
矯
替

門
前
述
)
同
時
に
か
か
る
低
潟
替
に
よ
る
超
加
利
潤
を
あ
げ
う
る
(
け
だ

こ
と
は
横
え
の
模
索
を
強
制
さ
れ
た
凋
占
資
木
の
双
手
を
あ
げ
る
事
態
に

L
ポ
ン
ド
矯
替
は
実
勢
相
場
以
上
に
同
に
か
え
う
る
か
ら
で
あ
る
V

他
な
ら
ず
、
超
加
利
潤
の
存
在
す
る
限
り
輸
出
を
限
む
何
等
の
障
害
も
存
在
し
え
な
い
。
(
註
1
)

下
矯
替
の
買
牧
保
障
の
な
在
に
よ
る
貸
幣
形
態
の
獲
得
が
ポ
ン

F
過
剰
に
よ
っ
て
他
国
い
か
な
る
事
践
を
作
み
出
さ
う
と
営
面
の
問
題

け
だ
し
岡
家
信
用
に
基
ず
く
ポ
y

と
は
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

輸
入
の
紹
謝
性

に
の
ベ
た
傑
件
の
下
に
ド
ル
不
足
が
問
題
化
さ
れ
他
方
ポ

Y
F
過
剰
の
恒
常
的
存
在
は
閤
家
信
用
の
ベ
ツ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
イ
ン
フ

だ
が
輸
出
増
は
我
闘
の
場
合
直
ち
に
原
料
の
逼
迫
を
も
た
ら
し

を
問
題
k
す
る
局
面
が
早
晩
お
と
ず
れ
、

-t 
で



V

へ
の
底
力
を
強
め
、

円註
2
}

イ
ン
フ
レ
防
止
へ
の
努
力
は
そ
の
こ
と
同
体
低
潟
替
効
果
維
持
の
保
件
た
る
矛
盾
を
も
つ
が
、

園
内

の
金
詰
り
を
激
化
L
或
ひ
仕
活
替
買
取
の
た
め
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
フ
ア
イ
ナ
Y

ス
増

1
徴
税
増
と
し
て
弱
き
環
節
に
鍛
容
せ
ら
れ
輸

出
不
景
気
の
局
面
が
現
は
れ
資
本
に
と
っ
て
も
放
置
す
べ
か
ら
ざ
る
事
般
の
現
出
と
な
る
。

昭
和
六
年
に
は
じ
ま
る
低
矯
替
が
輸
出
の
損
大
と
そ
れ
に
よ
る
パ
ラ
Y

ス
の
好
時
を
数
年
に
わ
た
っ
て
も
た
ら
し
た
諸
保
件
は
現
在

の
局
面
で
は
た
だ
予
盾
の
激
化
と
し
て
現
は
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
輸
出
統
制
は
こ
の
部
面
に
進
出
せ
る

E
大

幅
制
占
の
利
益
と
割
立
す
る
。

【註
8
】

か
〈
て
現
質
的
に
は
後
者
の
命
題
の
一
つ
は
閑
難
と
な
る
。

弐
に
後
者
。
命
題
の
今
一
つ
の
側
商
た
る
轍
入
の
問
題
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。

職
入
が
伸
び
な
い
の
は
第
一
に
は
原
料
基
地
と
し
て

の
ス
グ
1
り

y
r地
域
の
比
重
が
相
射
的
に
低
下
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

こ
の
こ
と
は
産
業
構
造
の
挺
化
に
伴
う
原
料
需
要
の
鑓

首
設
後
遺
閤
経
済
殻
展
に
よ
る
原
料
需

化
に
基
因
す
る
。
、
こ
れ
は
棉
花
・
銑
鉄
・
羊
毛
等
の
輸
入
減
少
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、

償
格
騰
貴
が
我
悶
の
潟
替
に
よ
っ
て
唄
化
き
れ
輸
入
伺
!
俸
の
割
高
、

更
に
二
六
年
下
期
以
後
の
朝
鮮
事
裂
の
停
滞
に
よ
る
既
存
輸
入
商
品
・
原
料
滞
貨
の
危
機
が
潜
在
す
る
こ
と
が
衣
の
輸
入

更
に
英
閑
プ
ロ
フ
タ
に
お
い
て
は
再
軍
備
に
も
と
ず
く
本
閣
需
要
に
よ
っ
て
輸
出
能
力
を
減
少
し
、

我
岡
商
船
隊
の
減
少
に
基
ず
く
運
賃
比
率
の
高
率
化
の
事
情
が
つ

要
の
培
犬
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、

け
加
わ
る
。

そ
の
も
の
を
促
進
し
史
な
い
原
閃
と
し
て
存
在
す
る
と
と
も
指
摘
し
え
よ
う
。

資
本
に
と
っ
て
は
幽
内
奇
源
の
喰
い
つ
ぶ
し
と
な
る
と
臨
も
こ
れ
が
自
己
の
蓄
積
も
さ
さ
え
る
限
り
は
高
き
慣
格
を
も
っ
て
輸
入
を

確
保
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ボ

Y

ド
過
剰
1

ル
不
足
現
資
化
の
第
三
の
命
題
は
中
関
市
場
の
喪
失
で
あ
る
。

戦
前
封
漏
投
資
に
基
〈
封
湘
出
超
が
逆
に
先
進
閲
依

ポ
ン
ド
地
剰
と
ド
九
市
足

第
七
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プ可

存
を
弼
化
し
た
ち
」
と
は

H
に
の
ベ
た
所
で
あ
る
が
、
そ
の
遺
産
を
機
承
し
た
中
国
市
場
の
位
置
は
従
来
の
植
民
地
的
支
酎
か
ら
離
れ

て
重
大
で
あ
る
。
渦
洲
・
闘
東
洲
・
中
闘
を
含
め
て
の
市
場
規
模
は
昭
和
九
年
輪
出
二
間
同
輸
入
一
一
一
了
六
区
を
占
め
輪
出
は
投
資
に

輸
入
に
つ
い
て
も
製
鱗
業
に
お
け
る
同
年
度
鱗
鎖
石
幡
入
高
の
三
五
・
八
回

鍛
業
参
場
資
料
・
石
現
連
合
曾
調
査
)
採
油
用
原
料
一
・
犬
豆
の
大
和
A
T
を
占
め
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
製
織
原
料
の
謝
米
依
存
強
化
の
現
賛

か
ら
考
へ
て
も
そ
の
山
花
夫
の
窓
味
す
る
所
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
大
き
い
が
、

強
粘
結
炭
の
六
四
・
八
回

製

円
品
目

4
】

以
上
の

4
た
如
く
ポ
Y
で
池
剰
ド
ル
不
足
の
現
象
は
自
然
的
乃
至
偶
然
的
な
も
の
で
な
く
世
界
資
本
主
義
の
現
段
階
的
矛
盾
の
上
に

自
己
を
表
現
す
る
我
闘
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
矛
盾
露
呈
に
他
な
ら
な
い
。

だ
が
か
か
る
コ

1
ス
は
費
本
に
と
っ
て
北
看
過
し
え
ぬ
問
題
と
な
る
こ
と
前
池
の
如
く
で
あ
り
、

忠
ふ
に
貫
工
業
を
中
心
と
す
る
経
済
自
立
化
コ

1
ス
に
沿
う
産
業
構
遣
の
縫
革
、
と
発
展
は
安
本
コ
ー
ス
に

そ
の
結
果
生
じ
た
貿
易
パ
、
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
は
逆
に
多
く
の
ヂ
ッ

v
・
ロ
ヴ
ノ
ク
を
諸
局
面
に
資
現
し
、
全

安
木
の
い
ふ
経
済
自
立
化
の
コ

1

ス
と
も
ギ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
。

一
致
す
る
'
も
の
で
あ
る
が

般
的
な
危
機
を
激
化
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
把
揖
は
貿
易
構
造
貿
易
パ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
問
題
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、

問
題
は
そ
れ
の
み
で
な
く
闘
際
牧
支

全
般
の
一
考
察
に
よ
っ
て
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

理
を
更
に
明
確
な
ら

L
め
る
こ
と
に
す
る
。

以
下
我
園
の
貿
易
外
牧
支
を
費
本
移
動
を
合
め
て
簡
草
に
考
梁
し
こ
の
局
商
の
論

盟
問
昭
和
六
年
に
は
口
ま
る
低
矯
替
は
恐
慌
か
ら
の
院
出
を
は
か
る
政
策
と
し
て
自
ら
打
目
さ
れ
た
白
に
反
し
、
と
の
腸
合
は
外
部
よ
め
興
え

ら
れ
た
。
町
田
超
は
直
ち
に
イ
シ
ア
レ
に
統
合
す
る
の
で
仲
い
な
い
。
た
だ
我
図
の
如
く
、
資
本
蓄
積
の
貧
困
な
図
に
お
い
て
は
ζ

れ
が
追
加
資
金

需
要
に
結
合
L
τ
中
央
銀
行
信
周
の
蹟
大
と
直
結
し
、
加
P

つ
る
に
蓄
積
の
賛
困
に
基
ず
く
遊
休
生
建
設
備
資
源
の
欠
乏
が
直
ち
に
イ

ν
フ
レ
の
僚
件



を
形
遣
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
防
止
す
れ
ば
金
詰
り
と
な
る
こ
と
豚
述
の
如
L
o
僚
件
如
何
で
出
超
イ

ν
フ
レ
と
も
デ
フ
レ
と
も
な
る
に
と
宥
過
す

ベ
き
で
な
い
。
入
超
の
場
合
も
同
じ
。

ζ

れ
世
間
超
イ

ν
フ
レ
入
超
デ
プ
レ
と
さ
れ
る
都
留
軍
人
民
は
こ
り
点
あ
や
ま
っ
て
ゐ
る
。
円
験
後
日
木
白
，

イ
Y

プ
レ
1

シ
ヨ

ν

一一二
(
U
頁
}
間
低
儒
替
に
基
づ
く
超
加
利
潤
は
闘
運
せ
る
中
小
企
業
を
均
需
せ
し
め
る
も
の
で
な
く
巨
大
輸
出
産
業
、

貿
易
資
本
の
み
を
ラ
る
ほ
ナ
と
と
は
顎
う
ま
で
も
な
い
。
向
車
な
る
験
入
量
比
躍
を
も
っ
て
中
岡
市
場
を
軽
視
ナ
る
の
は
東
関
ア
ジ
ア
開
磁
を

主
践
す
る
論
岩
〔
例
え
ば
赤
格
喪
氏
経
済
許
輪
ご
六
年
三
月
銑
)
に
多
い
が
、
そ
の
誤
謬
に
つ
い
て
は
既
に
伺
伺
で
ふ
れ
た
。
過
去
由
貿
易
続

計
だ
け
に
よ
っ

τ日
本
と
中
岡
と
の
続
消
闘
係
の
強
弱
を
あ
ら
は
す
と
と
は
品
つ
て
の
植
民
地
的
中
闘
が
ど
り
よ
う
な
市
場
で
あ
っ
た
か
を
一
訴
す
花

け
で
現
在
の
情
勢
下
に
お
け
る
あ
た
ら
し
い
中
関
白
越
関
的
な
重
要
性
を
し
め
す
も
の
で
は
な
く
と
の
点
未
だ
わ
れ
/
¥
の
場
察
も
不
備
で
位
あ
る

、

が
、
し
か
し
一
方
中
図
市
場
に
よ
っ
て
一
古
い
の
矛
盾
が
解
決
す
る
如
〈
叫
は
れ
る
論
者
の
早
計
も
恋
縞
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
貿
易
控
目

そ
の
基
礎
た
る
産
業
構
造
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
市
場
獲
得
に
よ
っ
て
問
題
が
な
く
な
る
と
考
え
る
の
は
誤
謬
百
あ
ら
う
。

第

二

節

貿

易

外

牧

支

か

ら

の

考

察

例

経

常

助

定

の

第

工

の

所

調

官

ユ

ω皆
目
。
可
間
目
。
を
な
す
貿
易
外
牧
支
は
い
か
に
務
化
し
た
か

こ
の
勘
定
に
通
常
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
舶
貨
・
保
険
・
仲
立
等
の
別
役
に
封
す
る
受
取
と
支
姉
、
般
行
者
の
支
出
、
外
園
資
本
及
び

経
常
軟
支
【
H
E
A
E
m
H
E
5
可
主
命
〕

利
潤
の
支
掛
、
白
岡
資
本
の
そ
れ
ら
の
受
取
、
移
民
携
帯
金
等
よ
り
な
る
。
閥
際
収
支
上
の
パ
ラ

y
λ

は
後
に
ふ
れ
る
資
本
移
動
を

除
外
せ
ば
か
か
る
貿
易
外
牧
支
に
お
け
る
フ
ヲ
ス
を
も
っ
て
貿
易
，
ハ
ラ
ン
ス
の
マ
イ
ナ
ス
を
相
殺
し
う
る
の
で
あ
っ
て
川

易
バ
ラ
ン
ス
の
恒
常
的
入
超
は
あ
る
程
度
、
貿
易
外
牧
支
の
フ
ラ
ス
を
も
っ
て
相
殺
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

我

闘

の

貿

〔
昭
和
入
年
に
お
い
て
は
こ

の
勘
定
の
受
取
が
貿
易
牧
入
の
王

O
Mに
及
ぶ
)

か
か
る
プ
ラ
ス
を
賀
し
た
も
の
は
我
園
資
本
主
義
殻
展
の
槍
い
手
と
し
て
保
護
育
成
さ
れ

、

ポ
シ
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
念

Eo--
一
第
五
蹴

七



ポ
シ
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
十
念

=一O
四

第
五
日
間

1¥ 

た
兎
大
な
隔
船
隊
に
よ
る
海
運
牧
入
に
他
な
ら
ぬ
。
門
表

a
)

一
方
利
子
及
配
首
は
資
本
蓄
積
の
貧
困
(
そ
れ
由
体
我
闘
資
本
主
義
の
郁
迭
に

よ
っ
て
規
定
き
れ
た
)
の
た
め
に
軍
事
的
必
要
に
基
い
て
な
さ
れ
た
封
糊
投
資
(
そ
れ
自
体
多
く
外
資
募
集
に
よ
っ
て
調
達
古
れ
た
)
を
除
い
て

む
し
ろ
我
闘
の
資
本
不
足
を
柏
っ
た

問
題
と
な
ら
ず
、
そ
れ
自
休
も
先
端
市
悶
に
比
し
て
丑
的
に
は
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

何
故
な
ら
割
減
投
資
か
ら
の
阿
流
此
越
に
投
資
乃
五
再
投
資
に
よ
っ

【註
I
】

外
債
・
外
資
に
劃
す
る
利
子
町
営
支
抑
の
方
が
問
闘
で
あ
っ
た
。

て
消
去
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

外
資
に
射
す
る
利
子
支
挑
は
昭
和
三
年
以
後
増
加
を
辿
る
が
昭
和
七
年
以
後
潟
替
統
制
の
強
化
、
外
者

輸
入
減
に
よ
り
停
滞
的
と
な
る
。

主古
1
4
d
)

か
く
て
む
の
貿
易
外
収
支
の
構
成
も
亦
我
図
資
本
主
義
の
檎
浩
を
打
出
す
も
の
と
い
え
る
が
、
戦
後
に
お
い
て
は
商
船
駄
の
激
減
に

よ
っ
て
牧
入
そ
の
も
の
も
著
る
し
く
縮
少
し
、
特
需

r
よ
り
晴
加
し
た
こ
五
年
忙
お
い
て
も
貿
易
牧
入
の
二

O
同
に
す
ぎ
ず
、
海
運
収

入
は
逆
に
マ
イ
ナ
ス
を
な
し
て
ゐ
る
。
か
〈
て
特
需
及
び
外
人
消
費
を
除
け
ば
、
利
子
配
営
支
排
の
復
活
が
上
記
の
マ
イ
ナ
ス
に
加
重

し
か
も
向
現
在
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
外
債
利
子
未
抑
分
の
一
累
積
を
考
え
れ
ば
こ
の
貿
易
外
牧
入
に
よ
る
牧
文
パ
ラ
Y

ス
回
復
の

さ
れ
、

見
込
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る

U

出
向
臨
時
牧
支
(
資
本
移
動
勘
定
)

資
本
移
動
は
我
闘
で
は
貿
易
外
牧
文
中
の
臨
時
収
支
と
し
て
従
来
統
計
に
描
げ
ら
れ
た
。
こ
の
牧
宇
一
は
、
渦
削
判
事
鐙
以
後
に
お
い
て

は
満
洲
投
資
の
増
加
、
一
方
昭
和
六
年
金
本
位
停
止
U

昭
和
七
年
の
資
本
逃
避
防
止
決
そ
礼
を
弧
化
補
完
せ
る
八
年
の
外
閑
矯
替
管
理

法
に
よ
る
資
本
逃
越
・
潟
替
投
機
の
防
止
・
統
制
の
結
果
、
従
来
我
が
闘
の
資
本
不
足
を
補
ひ
一
方
不
均
等
殻
展
を
助
長
し
た
外
費
流

入
の
減
少
に
よ
っ
て
恒
常
的
可
イ
ナ
ス
を
昭
和
五
年
以
後
と
る
こ
と
に
な
る
。
け
だ
し
外
資
導
入
は
者
本
搬
出
闘
の
者
本
尚
充
、
と
被
投

資
闘
の
高
利
潤
乃
至
高
利
子
部
と
そ
の
安
定
性
及
び
元
本
回
牧
の
即
時
性
)
確
質
性
並
び
に
通
貨
債
値
の
安
定
を
第
一
の
前
提
正
す
る

(表
b
)



ヵ=

我
関
市
場
構
趨
の
特
質
ル
H

市
場
狭
院
・
貿
易
状
存
よ
り
来
る
資
本
回
流
の
不
安
定
性
と
加
う
る
に
前
記
せ
る
潟
替
統
制
と
結
び
つ

い
て
外
資
導
入
は
困
難
と
な
り
(
聞
に
利
潤
寧
、
利
子
率
が
高
い
か
ら
外
資
が
入
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
】
か
く
て
原
料
需
要
増
に
加
重
さ
れ

そ
貿
易
λ

ヲ
ン
ス
の
悪
化
と
共
に
六
年
以
後
金
流
出
の
繊
細
を
見
る
こ
と
と
な
る
。

円
も
っ
と
も
九
・
一

0
・
一
一
年
に
わ
た
っ
て
は
米
岡
田

銀
買
上
政
策
に
よ
る
銀
総
出
の
増
加
に
よ
っ
て
流
出
減
或
ひ
は
逆
に
流
入
を
見
る
)
(
表

a
}

職
後
に
お
い
て
も
と
の
傾
向
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ
積
極
的
な
外
資
流
入
を
望
み
え
ず
、
モ
れ
は
技
術
援
助
に
よ
る
株
式
取
得
乃
至
貸

付
金
の
形
式
を
〉
る
k
こ
ろ
に
そ
の
特
質
を
表
現
す
る
が
、
こ
の
賦
か
ら
も
下
所
不
足
を
解
消
す
る
飴
地
は
存
在
し
な
い
。
円
表
b
〕
戦

後
の
ド
ル
不
足
を
救
済
せ
る
も
の
が
民
間
外
資
で
な
〈
、
専
ら
政
治
的
な
腕
角
か
ら
興
え
ら
れ
た
援
助
資
金
(
栂
箱
約
三

O億
ド

と

で

か
く
し
て
こ
の
面
か
ら
も
ポ
ン
ド
過
剰
悟
悩
み
つ
つ
一
方
で
は
ド
ル
不
足
・
外

あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
〔
註
2
)

姿
(
下
ル
外
資
)
導
入
論
が
横
行
す
る
ヂ
V

Y

7

を
見
る
こ
と
に
な
る
。

外
資
導
入
の
保
件
は
先
調
せ
る
如
く
で
あ
る
が
、
外
資
法
門
矯
替
管
理
法
)
の
改
正
に
よ
る
投
資
元
本
凹
牧
侠
件
の
確
保
は
投
機
的
冊
目

乱
の
可
能
性
が
大
き
く
逆
に
パ
ラ
シ
ヌ
を
悪
化
せ
し
め
る
可
能
性
を
も
ち
、
一
方
投
資
側
も
他
の
保
件
の
不
備
と
ド
ル
圏
輸
出
停
滞
に

上
っ
て
早
期
に
漏
た
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
仮
に
「
導
入
必
要
量
」
が
賀
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
糟
績
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず

叉
そ
の
こ
と
自
体
不
均
等
殻
民
を
助
長
し
、
貿
易
ベ
ラ
ン
ス
の
予
盾
を
大
き
く
す
る
わ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
最
集
如
何
に
よ
っ
て
費
本

温
剰
と
な
る
か
、
原
料
依
存
強
化
・
資
本
不
足
邑
な
る
o

加
う
る
に
外
資
F
F仲
ふ
支
配
の
問
題
が
か
ら
む
の
で
あ
っ
て
問
題
は
し
か
く

筒
阜
で
は
な
い
。

貿
易
外
収
支
も
決
し
て
構
造
の
特
殊
性
を
離
れ
て
は
理
解
町
衆
な
い
の
で
あ
っ
て
、

打
出
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

』
の
貼
か
ら
も
前
活
せ
る
下
ル
不
日
比
の
論
理
が

ポ
シ
ド
過
剰
と
ド
凡
不
足

第
七
十
巻

=一O
五

第
五
蹴

九



表 a 本邦闘際J収支(昭5-9年〉も車位百万同】

15  1 6 1 7、1 8 1 

卜1剖 3卜山 11 回目二互空1-129.2

I14.91-149.01+ 2川+川|一

内課紹常収支¥+133.01+83.6 ¥+102.1 ¥ 

(海運 1+125.31+ 100. fl. 1田|泌
保険¥+ 0.3 ¥+ 2.91+ 8.81 
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門学書卜叫-2叩斗副;…トー
主主止豆J::286.71叩 11+112.01+20.9 ~ 

備考間監1i監主義害警Et詩型
表 b 昭25年園際J肢支潤鞍前比較表

(即位百万ドル)

「一一

ポ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

9 

7.6 

+202.5 
+157.5 
+-14.9 

貿易収支

貿易外J生支

0.6 

第
七
十
翁

O 
プぐ

第
五
競

四
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の
主

河
川
叩
U

Z
4
-

U
1
5
 

0

・

る
S

ト
I

民
わ
島

に
開
明
~
合

間
判
品
川

h

rrな
N

割
削
少
小
一

断
や

t

訓
削
4
1
…日

映
仲
間
叫

は
が
北
町

1
2
9
 

備考

居
間
対
向
投
資
の
指
標
は
弐
の
如
し
、
閉
口
弘
氏
推
算
に
よ
れ
ば
一
一
年
末
の
海
列
摂
資
綿
綿
五
三
億
円
、
そ
の
中
針
満
投
資
=
一

O
一
倍
、
制
問
中

岡
f
六
億
止
な
る
。
全
海
外
投
資
の
七
八
・
四
%
が
申
闘
満
測
に
集
中
さ
れ
た
と
k
も
亦
後
進
資
本
主
義
閣
と
し

τの
日
本
的
特
質
を
物
語
る
。
外
資

25年

崎出 t合特需} 920 740 
職入[昔封日援助) 835 767 
差 百| + 85 27 

貿易外受取 177 370 
ノF 支拙 124 396 

差 百| + 5 26 

貿易外内部【差ヨIl

首菩 浬 88 + 50 
保 除 3 + 5 
資本位益 ー 6.8 28 
投 資 + 2.3 115 
そ白他

分E 



18 

135 

211 

210 

259 

833 

輸
入
商
は
昭
和
五
年
年
約
二
四
億
円
、
六
年
以
後
や
や
披
少
し
八
年
ニ

O
億
円
、
昭
和
主
年
末
本
邦
海
外

授
資
二
九
億
円
で
あ
っ
た
と

t
を
見
れ
ば
外
資
に
よ
っ
て
肩
代
り
さ
れ
た
我
図
海
外
投
資
の
特
質
が
朗
ら

か
と
な
る
。
〔
満
洲
事
務
以
後
の
財
政
金
融
史
{
日
銀
特
調
〕
金
融
事
項
表
考
容
に
よ
石
)
。

間
援
助
資
金
の
外
に
黄
金
溺
・
外
貨
宇
桐
侭
と
し
た
短
期
信
用
が
あ
る
が
と
れ
が
何
ら
根
本
的
な
調
整

手
段
で
な
い
ζ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

』2額~Jll'ltÒ$主=1竺?

)i己
結

び

1
l
l
諸

謝

策

の

検

討

、

と

展

望

以
上
貿
易
幽
刑
法
・
貿
易
外
牧
支
の
構
温
か
ら
現
段
階
の
ポ
y
ド
泊
剥
・
ド
ル
不
足
の
問
題
を
中
心
と
し
て
者
察
を
加
え
て
き
た
が
、

最
後
に
こ
れ
に
劃
す
る
諸
針
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
o

ω
ポ
ン
ド
過
剰
を
救
消
す
る
に
は
匁
替
の
デ
ィ
ス
・
バ
UJ

テ
イ
を
除
去
す
れ
ば
い
い
と
い
ふ
見
解
が
あ
る
が
こ
の
た
め
に
は
ポ
V

V
そ
の
も
の
を
切
下
げ
る
か
、
日
本
の
イ
V

フ
レ
促
推
に
よ
る
ヂ
イ
ス
パ
り
テ
イ
の
均
街
化
か
二
つ
の
方
法
が
存
在
す
る
。
前
者
は
イ

ギ
り
ス
自
身
の
決
定
す
る
問
題
で
あ
る
が
そ
の
場
合
に
は
日
本
の
償
樺
は
却
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
図
の
償
値
減
少
と
な

り
低
1詰
替
の
ず肯

ポ減
シ t土

廻盟
主向J 皐

年 F
A 支をタ

不~~~
足ノを

興
支
る

と

tと
な
り

一
方
ド
ル
不
足
は
残
る
。

侶)

収
支
均
衡
の
た
め
の
ポ
ン

V
矯
替

第
七
十
念

三

O
七

第
五
蹴

E耳



ポ
ン
ド
過
剰
と
ド
ル
不
足

第
七
す
念

三

O
八

第
五
披

四

晴
間
約
期
間
の
短
縮
、
買
相
場
引
下
げ
に
よ
る
輸
出
統
制
、

り
Y

ク
制
め
主
張
。
と
れ
亦
前
者
は
賓
施
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
前
記
せ
る
理
由
【
第
一
節
竺
一
}

一
方
ポ
ン
ド
外
貿
貸
付
に
よ
る
輪
入
促
抽
出
策
、

か
ら
統
制lさ
カら
t主?と

弱そ
〈 の

オ~ .J.民
ν イb
ドと
均血 L 
域て
P の

y
ク
制
亦
濁
占
の
障
害
を
も
っ
と
共
に
そ
の
賓
施
は
輸
出
の
縮
少
と
な
り
、
不
況
の
激
化
と
な
る
一
方
で
ル
不
思
は
の
こ
る
。

(3) 

ド
ル
外
養
導
入
・
ポ
ン
ザ
投
唆
策

こ
れ
亦
第
二
怖
に
の
ベ
た
理
由
に
よ
っ
て
前
者
は
期
特
し
え
ず
、
後
者
は
現
賢
に
政
治
的
問
輸
を

も
っ
と
共
に
ド
ル
問
題
は
放
置
さ
れ
る
。

(4) 

東
南
ア
ジ
ア
開
設
論

れ
亦
第
一
節
制
で
ふ
れ
た
如
く
根
本
的
解
決
策
と
な
ら

ず、

た
と
え
米
闘
の
後
進
地
域
開
設
援
助
と
の
結
合
に
よ
る
ド
ル
不
足
針
策
が
行
は
れ
る
場
合
に
も
我
悶
産
業
構
浩
の
不
均
等
設
展
を

助
長
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
(
け
だ
し
米
闘
の
援
助
は
首
面
の
戟
略
物
資
の
生
産
部
門
に
集
中
さ
れ
(
石
崇
銀
鉱
石
等
)

も
亦
そ
れ
を
の
モ
計
だ
ら
ち
〕
そ
の
こ
と
白
休
何
等
根
本
的
針
策
と
は
な
ら
ず
、

る
だ
ら
う
し
我
閥

又
そ
れ
は
後
進
闘
の
要
求
す
る
日
制
慌
た
る
工
業
の
多
様

化
と
図
内
原
料
加
工
業
H
H
泊
費
財
産
業

l
軽
工
業
の
建
設
な
る
要
求
と
も
ギ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
。

m
v凡
閣
輸
出
蝶
興
策
こ
れ
又

特
需
に
の
み
そ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
の
で
あ
っ
て
こ
れ
を
除
け
ば
封
米
貿
易
は
減
少
せ
る
生
糸
・
雑
品
特
に
食
料
品
・
僻
誌
等
の
原
料
食
料

ι

he 

品
輸
出
を
主
軸
と
す
る
完
全
な
先
進
悶
針
後
遊
園
の
闘
係
で
あ

η
そ
の
原
料
食
料
品
た
る
や
何
ら
必
需
品
で
な
く
得
替
政
策
に
よ
っ
て

も
一
慎
格
効
果
の
後
栂
出
来
る
よ
う
な
も
の

E
は
な
い
。
{
こ
の
こ
と
は
験
前
戦
後
白
低
矯
替
が
何
ら
ド
叫
ん
悶
轍
出
の
の
び
と
な
ら
な
い
矛
闘
を
示
す
〉

か
く
て
現
貨
は
諸
針
策
の
貧
困
と
共
に
閥
際
牧
支
調
整
の
鍵
と
し
て
考
へ
う
る
諸
要
因
の
無
カ
化
守
一
不
す
。

る

諸

理

論

か

ら

待

ら

れ

た

調

整

の

要

因

は

次

の

如

き

も

の

例

措

坤

替

相

場

以

土

貨

幣

的

要

因

率
同
日
照
僻
量

l
l賢
質
的
要
閃
同
利
子
卒
が
あ
る
門
小
品
消
・
外
岡
貿
易
論
)
川
間
同
闘
に
つ
い
て
は
飢
に
幾
度
か
鯛
れ
た
通
り

不
可
能
で
あ
り
、
川
円
同
は
結
局
所
符
効
旧
制
の
問
閣
と
な
る
が
、
震
替
自
由
交
換
性
の
欠
如
は
こ
の
効
果
を
無
力
化
L
且
我
同
の
場
令

イ
ン
フ
レ
を
惹
起
す
る
。
そ
れ
を
防
止
す
れ
ば
金
詰
り
と
な
り
輸
出
増
加
の
も
つ
所
得
効
果
を
相
殺
し
且
V
ル
不
足
を
救
消
し
え
ぬ
。

川
刊
-
般
物
慣

即
ち
牧
支
調
整
に
闘
す

料
館
部
報
酬



か
く
て
総
封
策
は
行
き
つ
く
所
ポ
ン
ド
預
金
に
よ
る
外
債
利
挑
乃
至
償
還
位
に
し
か
も
っ
て
行
け
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
す
ら
山

超
イ
ン
フ
レ
促
治
に
よ
る
怨
蒋
効
県
の
喪
失
乃
至
ポ
ン

F
閤
の
輸
入
防
掲
に
あ
え
ば
た
ち
ま
ち
不
安
定
性
を
暴
露
せ
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。

不
均
等
務
展
に
殺
す
る
原
因
は
か
か
る
資
本
の
論
理
そ
の
も
の
を
除
去
す
る
以
外
に
技
済
の
道
は
な
い
。
ロ
ー
ガ
Y

構
想
に
よ
っ
て

打
建
て
ら
れ
た
閥
是
の
も
と
貿
易
立
闘
の
輝
か
し
き
ス
ロ

l
ガ
Y
は
今
そ
の
す
べ
て
の
功
罪
を
我
々
の
前
に
硯
は
し
て
ゐ
る
。

資
本
の
打
出
す
諸
劉
策
は
資
本
の
も
っ
そ
の
局
面
の
困
難
の
打
開
に
役
立
つ
も
の
で
あ
ら
う
と
、
構
活
の
矛
府
を
賢
官
串
す
る
も
の
で

〆

た
い
限
り
直
ち
に
そ
の
無
能
を
露
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
賢
は
皐
な
る
信
用
震
替
政
策
・
多
角
貿
易
論
・
外
者
導
入
論
等
々
の
姑
息

な
解
決
を
ゆ
る
さ
ぬ
諸
局
商
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
九
五
二
・
=
一
・
一

O
}

本
稿
は
本
年
コ
一
月
跨
在
研
究
調
査
中
の
鍛
銅
貿
易
論
の
潜
備
と
し
て
な
さ
れ
た
。
論
叢
掲
載
に
嘗
り
二
六
年
粧
関
白
書
に
よ
り
補
完
し
且
紙
数
白

関
係
上
主
O
%
b
匝
綿
を
み
た
」
た
め
特
に
第
三
節
に
お
い
て
は
詩
聞
の
不
備
を
ま
向
が
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。
【
九
月
八
日
}

ポ
ン
ド
掴
刺
と
ド
ル
不
足

第
七
十
念

コ一
O
九

第
五
披

四




